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伊
丹
万
作
は
映
画
界
に
入
る
ま
で
の
九
年
間
、
挿
絵
画
家
と
し
て
少
年
少
女
雑
誌
に
挿
絵
や
漫
画
を
描
き
、
自
作
の
童
話
や
小
説
も
書

い
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
仕
事
の
概
要
は
旧
稿
「
挿
絵
画
家
時
代
の
伊
丹
万
作
の
仕
事（

１
）」

で
述
べ
た
。
本
稿
で
は
漫
画
の
仕
事
を
取
り
上
げ

て
分
析
を
試
み
る
。
第
一
章
で
は
大
正
期
の
漫
画
を
概
観
し
、
物
語
漫
画
の
〝
過
渡
的
形
式
〟
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
二
章
で
は
物
語
漫

画
へ
の
発
展
の
道
筋
に
沿
っ
て
、
万
作
の
漫
画
の
概
要
を
ま
と
め
、
第
三
章
で
は
〝
映
画
的
手
法
〟
と
関
連
づ
け
て
、
万
作
の
漫
画
の
特

質
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一　

大
正
期
の
漫
画
の
〝
過
渡
的
形
式
〟

　

伊
丹
万
作
（
本
名
・
池
内
義
豊
）
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
、
雑
誌
『
少
年
世
界
』
に
無
署
名
の
挿
絵
二
点
と
、
池
内
都
夜
坊

の
名
で
絵
物
語
「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」
を
描
き
、
挿
絵
画
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
以
降
、『
中
学
生
』、『
新
青
年
』、『
女
学
生
』
と

活
動
の
場
を
広
げ
、
大
正
十
年
六
月
に
は
、
巌
谷
小
波
の
お
伽
話
三
十
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
童
話
選
集
・
お
伽
の
日
本
』（
博

文
館
）
で
、
竹
久
夢
二
、
清
水
良
雄
、
本
田
庄
太
郎
ら
の
有
名
画
家
に
混
じ
っ
て
挿
絵
を
描
い
た
。
画
風
は
夢
二
以
来
の
叙
情
画
の
系
譜
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川　

千　

家

―

伊
丹
万
作
の
漫
画
に
つ
い
て―



一
二
二

に
属
し
、『
中
学
生
』
の
編
集
者
野
尻
抱
影
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
涙
ぐ
ん
で
い
る
よ
う
な
大
き
な
眼
の
少
年（

２
）」

を
特
徴
と
し
た
。
万
作

は
本
絵
描
き
が
担
当
す
る
表
紙
絵
や
口
絵
を
描
く
場
合
は
本
名
の
池
内
義
豊
を
使
い
、
挿
絵
や
漫
画
を
描
く
場
合
は
水
田
豊
平
、
大
正

九
年
一
月
か
ら
は
池
内
愚
美
を
名
乗
っ
た
。
も
と
も
と
画
家
志
望
で
あ
っ
た
た
め
、
絵
画
の
勉
強
と
挿
絵
の
仕
事
の
両
立
に
悩
み
、
結
局
、

大
正
十
五
年
秋
に
絵
筆
を
折
る
ま
で
に
表
紙
絵
十
二
点
、
口
絵
二
八
点
、
扉
絵
三
五
点
、
挿
絵
を
推
計
で
約
千
点
描
い
た
。
こ
の
他
に
自
作

の
童
話
・
小
説
を
五
編
、
絵
話
の
小
品
二
四
編
、
戯
曲
三
編
、
詩
・
童
謡
を
十
編
書
い
た
。
漫
画
は
連
載
漫
画
の
他
に
二
七
編
描
い
て
い
る（

３
）。

　

漫
画
は
挿
絵
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
挿
絵
画
家
の
余
技
を
越
え
て
、
戦
後
の
漫
画
を
先
取
り
す
る
一
面
を
も
つ
。
と
は
い
え
、
連
続
す

る
コ
マ
絵
と
吹
き
出
し
の
セ
リ
フ
で
物
語
を
展
開
す
る
物
語
漫
画
の
形
式
が
一
般
化
す
る
の
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
一
月
に
『
少

年
倶
楽
部
』
で
連
載
が
始
ま
る
田
河
水
泡
の
「
の
ら
く
ろ
二
等
卒
」
か
ら
で
あ
り（

４
）、

大
正
期
の
漫
画
は
枠
外
の
文
で
物
語
を
展
開
す
る
絵

物
語
の
形
式
が
一
般
的
だ
っ
た
。
万
作
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」
も
六
コ
マ
の
絵
と
文
で
描
い
た
絵
物
語
で
あ
る
。
大
正
期

の
漫
画
は
物
語
漫
画
に
至
る
様
々
な
〝
過
渡
的
形
式
〟
を
示
し
て
お
り
、
絵
物
語
も
挿
絵
入
り
の
童
話
か
ら
物
語
漫
画
に
近
い
も
の
ま
で

様
々
な
形
式
が
あ
る
。標
準
的
な
形
式
は
絵
と
文
を
一
頁
三
段
に
互
い
違
い
に
配
置
す
る
形
式
で
、代
表
作
は
岡
本
一
平
の「
珍
助
絵
物
語
」

で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
万
作
の
漫
画
の
歴
史
的
な
位
置
を
知
る
た
め
に
も
、
一
平
の
経
歴
を
参
照
し
つ
つ
大
正
期
の
漫
画
を
概
観
す
る
。

　

岡
本
一
平
は
東
京
美
術
学
校
在
学
中
か
ら
『
中
学
世
界
』
や
『
朝
日
新
聞
』
に
コ
マ
絵
を
描
い
た（

５
）。

コ
マ
絵
は
本
文
に
挿
入
さ
れ
る
挿

絵
と
異
な
り
、
絵
と
し
て
の
純
粋
な
面
白
さ
を
追
求
し
た
も
の
で
、
明
治
三
十
年
代
に
創
刊
さ
れ
た
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
や
『
明
星
』
な
ど

の
文
芸
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
流
行
し
た
。
抒
情
画
風
と
戯
画
風
の
二
つ
の
画
風
が
あ
り
、
大
正
期
の
漫
画
の
源
流
と
な
っ
た
。
従
来
の
挿

絵
が
浮
世
絵
師
や
日
本
画
家
が
描
い
た
の
に
対
し
て
、
コ
マ
絵
は
東
京
美
術
学
校
や
画
塾
を
出
た
洋
画
家
が
描
い
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
は
浅
井
忠
、
中
村
不
折
、
下
村
為
山
ら
の
太
平
洋
画
会
の
画
家
が
、『
明
星
』
に
は
藤
島
武
二
を
始
め
と
す
る
白
馬
会

の
画
家
が
筆
を
と
っ
た
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
や
『
中
学
世
界
』
は
コ
マ
絵
を
募
集
し
、
三
○
年
代
後
半
か
ら
は
東
京
美
術
学
校
や
画
塾
に
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通
う
画
学
生
が
描
い
た
。
四
三
年
の
大
逆
事
件
後
、
い
わ
ゆ
る
冬
の
時
代
に
入
っ
て
、
明
治
期
の
政
治
風
刺
漫
画
が
衰
退
す
る
と
、
こ
れ

ら
の
画
学
生
の
中
か
ら
平
福
百
穂
、
川
端
龍
子
ら
の
洋
画
家
、
竹
久
夢
二
、
渡
辺
与
平
ら
の
挿
絵
画
家
、
岡
本
一
平
、
山
田
実
ら
の
漫
画

家
が
輩
出
し
た
。
伊
丹
万
作
は
明
治
四
五
（
一
八
六
八
）
年
に
松
山
中
学
校
に
入
学
し
、
伊
藤
大
輔
ら
と
回
覧
雑
誌
『
楽
天
』
を
発
行
し

て
口
絵
や
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
創
刊
者
は
同
郷
の
先
輩
正
岡
子
規
で
あ
り
、『
中
学
世
界
』
は
大
輔
の
投
稿
雑
誌
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
万
作
は
こ
れ
ら
の
雑
誌
を
手
に
し
て
コ
マ
絵
に
接
し
、
絵
画
の
道
に
進
む
こ
と
を
志
し
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述

の
画
学
生
た
ち
と
異
な
る
点
は
、
洋
画
家
、
挿
絵
画
家
、
漫
画
家
の
三
役
を
一
人
で
体
現
し
た
こ
と
で
、
岸
田
劉
生
を
目
標
と
し
て
絵
画

の
勉
強
に
は
げ
む
一
方
、
夢
二
風
の
抒
情
的
な
挿
絵
を
描
き
、
一
平
風
の
滑
稽
な
漫
画
も
描
い
た
。

　

岡
本
一
平
は
大
正
元
年
に
朝
日
新
聞
に
入
社
し
、
事
件
や
東
京
市
街
の
風
俗
を
取
材
し
て
コ
マ
絵
に
描
い
た
。
入
社
当
日
に
描
い
た
コ

マ
絵
「
黒
き
リ
ボ
ン
と
愁う

れ
い

た
き
顔
」（
図
１
）
は
、
明
治
天
皇
の
崩
御
を
悲
し
む
二
人
の
少
女
の
姿
を
叙
情
画
風
に
描
く
一
方
、
警
備
に

つ
く
警
官
の
姿
を
戯
画
風
に
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
清
水
勲
の
『
マ
ン
ガ
誕
生

―
―

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
の
出
発
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
れ
ば
、
一
平
は

事
件
や
風
俗
を
興
味
深
く
伝
え
る
た
め
に
、
次
第
に
戯
画
風
に
描
き
、
コ
マ
絵
に

「
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
長
め
に
付
け
て
補
完
す
る
方
法
が
好
評
を
博
す
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
文
章
も
読
み
や
す
く
味
の
あ
る
も
の
に
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
く
。
か
く
し
て
戯
画
風
コ
マ
画
に
ち
ょ
っ
と
洒
落
た
文
章
を
つ
け

る
『
漫
画
漫
文
』
と
い
う
一
平
独
自
の
表
現
形
式
が
誕
生
し
た
」

（
６
）。

　

明
治
期
の
一
枚
絵
の
漫
画
は
、
文
を
添
え
る
場
合
、
草
双
紙
の
よ
う
に
絵
の
周
囲
に
文
を
配
置
し
た
。
漫
画
漫
文
は
絵
を
枠
線
で
囲
ん

0

0

0

0

0

で0

コ
マ
絵
と
し
、
文
を
絵
か
ら
独
立
さ
せ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

コ
マ
の
枠
外
に
配
置
し
た
。
こ
こ
で
生
じ
た
事
態
は
文
と
絵
の
形
式
上
の
対
等

0

0

0

0

0

0

に
と
ど
ま
ら

図１「黒きリボンと愁たき顔」
『東京朝日新聞』大正元年8月
1日（清水勲『マンガ誕生―
―大正デモクラシーからの出
発』吉川弘文館、1999 p.76）



一
二
四

な
い
。
た
と
え
ば
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
二
年
七
月
二
一
日
の
「
女

優
募
集
試
験
（
築
地
松
竹
事
務
所
に
お
い
て
）」（
図
２
）
は
、
一
点
の

漫
画
に
漫
文
を
添
え
た
通
常
の
形
式
の
漫
画
漫
文
で
あ
る
。
漫
文
は
実

際
に
は
三
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
試
験
委
員
長
の
中
原
指
月

が
⑴
女
優
の
候
補
者
に
試
問
す
る
、
⑵
候
補
者
の
姿
と
歩
き
ぶ
り
を
見

る
、⑶
候
補
者
に
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の
一
節
を
朗
読
さ
せ
る
。

⑶
は
各
候
補
者
が
朗
読
す
る
場
面
を
ふ
く
む
か
ら
、
さ
ら
に
複
数
の
場

面
に
分
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
図
２
は
こ
の
う
ち
⑶
の
場
面
だ
け
を
描
い
て
い
る
。
漫
文
は
漫
画
が
描
い
た
現
実
以
上
の
こ
と
を

0

0

0

0

0

0

0

0

語
っ
て

お
り
、
⑴
～
⑶
の
各
場
面
を
描
け
ば
絵
物
語
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
漫
画
漫
文
か
ら
絵
物
語
が
派
生
す
る
の
は
半
ば
必
然
だ
っ
た
。

　

一
平
は
大
正
五
年
一
月
三
一
日
か
ら
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
紙
上
で
、
複
数
の
漫
画

漫
文
で
構
成
す
る
「
当
世
百
馬
鹿
」
の
連
載
を
開
始
す
る
。
人
々
の
滑
稽
な
癖
や
仕
草

を
描
い
た
漫
画
で
、
主
題
が
共
通
す
る
こ
と
を
除
け
ば
、
漫
画
相
互
に
関
連
は
な
く
物

語
性
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
翌
年
一
月
、一
平
は
漫
画
雑
誌『
ト
バ
エ
』に「
漫
画
小
説
・

俺
が
女
房
」（
図
３
）
を
発
表
す
る
。
対
象
を
女
房
に
限
定
し
て
漫
画
相
互
に
関
連
を

も
た
せ
、
一
頁
三
段
に
九
コ
マ
の
絵
と
文
で
描
い
た
絵
物
語
だ
っ
た
。「
珍
助
絵
物
語
」

は
こ
の
二
つ
の
作
品
の
間
、
つ
ま
り
大
正
五
年
八
月
か
ら
児
童
雑
誌
『
良
友
』
に
連

載
さ
れ
た
。
工
夫
が
上
手
で
腕
力
も
あ
る
珍
助
が
、あ
る
日
、手
作
り
の
飛
行
船
に
乗
っ

て
旅
に
出
る
。
途
中
、
大
鷲
や
大
猪
、
山
賊
、
人
食
い
人
種
な
ど
と
出
会
う
が
、
頓

図２『東京朝日新聞』大正2年7
月21日（清水勲編『岡本一平漫
画漫文集』岩波書店、1995 p.21）

図３「俺が女房」『トバエ』大正5年１月
号 部分 （清水勲『図説・漫画の歴史』オ
メガ社、1997 p.48）
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二
五

知
の
き
い
た
工
夫
で
危
難
を
切
り
抜
け
、
老
夫
婦
の
一
人
息
子
や
幽
閉
さ
れ
た
お
姫
様
を
救
い
出
す
。
一
平
は
こ
の
物
語
を
五
回
に
渡
っ

て
、
計
六
十
コ
マ
の
絵
と
文
で
描
い
た
。
図
４
は
昭
和
六
年
刊
行
の
『
平

気
の
平
太
郎
』（
采
文
閣
）
所
収
の
版
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る（

７
）。

一
段
目

右
に
文
、
左
に
絵
、
二
段
目
左
に
文
、
右
に
絵
…
…
と
、
絵
と
文
を
一
頁

三
段
に
互
い
違
い
に
配
置
す
る
形
式
は
、
弟
子
の
宮
尾
し
げ
を
の
『
団
子

串
助
漫
遊
記
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
大
正
十
四
年
刊
）
に
も
引
き
継

が
れ
た
。
読
み
方
は
い
ま
述
べ
た
順
序
、
つ
ま
り
文
→
絵
の
順
序
と
な
り
、

文
が
物
語
を
展
開
す
る
主
体
と
な
る
。「
工
夫
が
上
手
で
、
腕
力
も
強
い
珍

助
と
い
ふ
少
年
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
る
語
り
手
は
、〝
昔
々
あ
る
所
に
〟
と
語
る
童
話
の
語
り
手
と
異
な
ら
な
い
。
絵
物
語
は
い
わ
ば

童
話
と
漫
画
が
混
合
し
た
ジ
ャ
ン
ル
な
の
で
あ
る
。
珍
助
が
旅
に
出
て
大
猪
や
山
賊
を
退
治
し
て
一
人
息
子
や
お
姫
様
を
救
出
す
る
物
語

は
、「
在
来
の
文
芸
に
あ
る
漫
遊
形
式
の
英
雄
譚（

８
）

」
で
あ
り
、
昔
話
や
江
戸
期
の
戯
作
文
学
の
世
界
に
近
い
。
漫
画
漫
文
で
は
文
は
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
絵
を
「
補
完
す
る
方
法
」
で
あ
り
、
絵
が
主0

で
文
が
従0

だ
っ
た
。
絵
物
語
で
は
枠
外
の
文
が
物
語
を
語
り
、
文
が
主0

で

絵
が
従0

と
な
る
。
こ
こ
か
ら
物
語
漫
画
へ
の
道
筋
を
示
せ
ば
、
絵
が
ふ
た
た
び
文
か
ら
自
立
し
て

0

0

0

0

0

0

0

、
コ
マ
の
連
続
と
吹
き
出
し
の
セ
リ
フ

で
物
語
を
展
開
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
言
え
よ
う
。

　

大
正
期
の
漫
画
に
は
漫
画
漫
文
や
絵
物
語
の
他
に
、
現
在
の
物
語
漫
画
の
形
式
に
比
較
的
近
い
コ
マ
漫
画
も
あ
る
。
な
か
で
も
織
田
小

星
作
、
東
風
人
（
樺
島
勝
一
）
絵
の
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
は
、
比
較
的
早
く
吹
き
出
し
を
使
用
し
た
漫
画
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
漫

画
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
か
ら
日
刊
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
で
連
載
が
始
ま
り
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
連
載
の
場
を
移
し
て

一
五
年
五
月
ま
で
つ
づ
い
た（

９
）。
図
５
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
連
載
二
回
目
の
漫
画
で
、こ
の
年
の
九
月
に
起
き
た
震
災
を
扱
っ
て
い
る
（
題

図４「珍助絵物語」『平気の平太
郎』采文閣、昭和6年 （復刻版ほ
るぷ出版、1978 p.57）
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の
表
記
は
ま
だ
「
正
チ
ヤ
ン
ノ
バ
ウ
ケ
ン
」
で
あ
る
）。
四
コ
マ
漫
画
で
絵
は
縦
に
連
続
し
、
吹
き
出
し
の
中
に
セ
リ
フ
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
。
現
在
の
物
語
漫
画
の
形

式（
（（
（

に
近
い
が
、
枠
外
に
文
（
語
り

手
）が
残
り
、た
と
え
ば
①（
以
下
、

コ
マ
の
順
番
は
丸
数
字
で
示
す
）

で
「
ソ
ノ
ヒ
正
チ
ヤ
ン
ハ
ヨ
コ
ハ

マ
ノ
マ
チ
ヲ
ア
ル
イ
テ
ヰ
タ
」
と

説
明
す
る
。
読
者
は
枠
外
の
文
で

状
況
を
把
握
し
て
吹
き
出
し
に
視
線
を
移
し
、
正
ち
ゃ
ん
の
「
リ
ス
、
モ
ウ
オ
ヒ
ル
ド
キ
ダ
ネ
」
と
い
う
セ
リ
フ
を
読
む
。
連
載
の
間
に

絵
の
描
き
方
、
コ
マ
の
組
み
方
、
文
の
配
置
は
変
わ
っ
た
が
、
枠
外
の
文
で
状
況
を
説
明
し
、
吹
き
出
し
で
セ
リ
フ
を
語
る
形
式
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
は
形
式
の
上
で
は
絵
物
語
と
物
語
漫
画
の
〝
中
間
〟
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

物
語
漫
画
に
慣
れ
た
現
在
の
読
者
か
ら
見
れ
ば
、
枠
外
の
文
は
絵
と
文
の
一
体
化
を
損
な
う
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
枠
外

の
文
が
な
く
て
も
、
絵
と
吹
き
出
し
の
セ
リ
フ
で
物
語
を
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
大
正
半
ば
の

年
少
の
読
者
が
枠
外
の
文
な
し
に
物
語
を
理
解
で
き
た
と
は
限
ら
な
い
。
コ
マ
と
コ
マ
の
間
に
は
時
間
と
空
間
の
省
略
が
あ
る
。
こ
の
隙

間
を
埋
め
て
物
語
を
構
築
す
る
能
力
は
、
物
語
漫
画
が
普
及
し
て
初
め
て
習
得
可
能
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
図
５
の
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」

に
お
い
て
、
③
で
正
ち
ゃ
ん
と
リ
ス
が
地
の
裂
け
目
を
見
て
、
④
で
正
ち
ゃ
ん
が
裂
け
目
に
落
ち
る
。
リ
ス
が
裂
け
目
に
落
ち
る
様
子
は

描
か
れ
て
い
な
い
。「
リ
ス
は
ど
う
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
、
大
正
半
ば
の
年
少
の
読
者
に
浮
か
ん
で
も
不
思
議
は
な
い
。

こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
枠
外
の
（
四
）
の
文
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
フ
タ
リ
ハ
ソ
ノ
マ
マ
ヂ
ノ
ソ
コ
ヘ
ト
オ
チ
テ
イ
ツ
タ
」
こ
と

図５「正チヤンノバウケン」
『東京朝日新聞』大正12年10月
21日（竹内オサム『マンガ表現
学入門』筑摩書房、2005 p.202）
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が
理
解
さ
れ
、
物
語
の
安
定
し
た
受
容
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
当
時
の
映
画
は
〝
活
動
写
真
〟
と
呼
ば
れ
、
サ

イ
レ
ン
ト
で
音
が
な
く
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
側
に
は
説
明
役
の
活
動
弁
士
が
い
た
。
絵
物
語
の
絵
と
映
画
の
画
面
、
枠
外
の
文
と
活
動
弁
士

の
間
に
は
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
関
係
が
あ
っ
た
。
一
平
が
漫
画
漫
文
の
形
式
を
映
画
か
ら
思
い
つ
い
た
よ
う
に
、
こ
の
関
係
は
漫
画
家
に
も

あ
る
程
度
意
識
さ
れ
て
い
た
。
後
で
見
る
よ
う
に
、
万
作
の
絵
物
語
や
コ
マ
漫
画
の
文
に
は
活
動
弁
士
の
口
調
を
真
似
た
も
の
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
絵
物
語
は
読
物
を
主
体
と
す
る
雑
誌
の
添
え
物

0

0

0

で
あ
り
、
物
語
の
場
面
を
描
い
た
娯
楽
の
要
素
の
多
い
読
物
と
し
て

0

0

0

0

0

読
者
の
支

持
を
集
め
た（

（（
（

。
読
物
で
あ
る
か
ら
に
は
、
枠
外
に
文
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
奇
異
に
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

絵
物
語
は
そ
れ
自
体
で
充
足
し
た
形
式
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
現
在
の
物
語
漫
画
の
地
平
に
立
っ
て
、
そ
れ
を
物
語
漫
画
に
至
る
〝
過
渡
的

形
式
〟、
つ
ま
り
〝
不
完
全
な
〟
物
語
漫
画
と
見
な
す
だ
け
で
は
、
宮
尾
し
げ
を
の
絵
物
語
が
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
と
同
時
期
に
多
く

の
読
者
を
獲
得
し
た
理
由
が
見
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
大
正
期
の
漫
画
を
概
観
し
た
が
、
万
作
の
漫
画
は
漫
画
漫
文
、
絵
物
語
、
コ
マ
漫
画
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
、
大
正
期
の
漫
画
の
〝
過

渡
的
形
式
〟
の
特
質
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
吹
き
出
し
を
使
用
し
た
漫
画
は
な
い
が
、コ
マ
漫
画
は
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
の
形
式
に
準
じ
る
。

次
章
で
は
便
宜
的

0

0

0

に
物
語
漫
画
へ
の
発
展
の
道
筋
に
沿
っ
て
、
一
枚
絵
、
漫
画
漫
文
、
絵
物
語
、
コ
マ
漫
画
の
順
に
万
作
の
漫
画
を
概
観
す
る
。

二　

万
作
の
漫
画
の
概
要

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
万
作
の
漫
画
は
連
載
漫
画
を
除
い
て
二
七
編
あ
る
。
内
訳
は
一
枚
絵
一
編
、
絵
物
語
十
七
編
、
コ
マ
漫
画
九

編
で
、
漫
画
漫
文
は
す
べ
て
連
載
漫
画
で
あ
る
。
主
な
掲
載
誌
は
『
中
学
生
』
と
『
少
年
世
界
』
で
、
漫
画
漫
文
は
す
べ
て
『
中
学
生
』

に
掲
載
さ
れ
た
。『
少
年
世
界
』
の
年
少
の
読
者
に
は
、
風
刺
や
ひ
ね
り
の
効
い
た
漫
文
が
難
し
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
逆
に
文
の
量
が



一
二
八

少
な
い
コ
マ
漫
画
は
『
少
年
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
ず
一
枚
絵
か
ら
見
て
ゆ
く
。

　
　

一　

一
枚
絵

　

一
枚
絵
の
漫
画
は
大
正
九
年
四
月
『
中
学
生
』
掲
載
の
「
無ぶ

し
ょ
う精

村む
ら

花
見
の
図
」（
図

６
）
の
み
で
あ
る
。
川
を
渡
る
た
め
の
労
力
を
惜
し
ん
で
、
対
岸
の
桜
を
眺
め
る
た
め

に
骨
を
折
る
無
精
村
の
人
々
の
姿
が
、
見
開
き
二
頁
に
渡
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
野
尻

抱
影
は
初
期
の
万
作
の
漫
画
に
岡
本
一
平
か
ら
の
影
響
を
認
め
て
い
る
が（

（（
（

、
誇
張
さ
れ

た
頭
、
鼻
、
手
首
、
足
首
の
丸
い
造
形
は
、
一
平
か
ら
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。
興
味

深
い
の
は
画
面
の
一
番
手
前
で
、
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ー
ラ
の
装
置
を
使
っ
て
対
岸
の

桜
の
映
像
を
手
元
の
画
面
に
投
影
し
、
弁
当
を
つ
ま
み
な
が
ら
花
見
を
し
て
い
る
男
で

あ
る
。
日
本
で
ラ
ジ
オ
の
本
放
送
が
始
ま
る
の
は
五
年
後
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
万
作

は
す
で
に
テ
レ
ビ
の
生
中
継
を
予
見
し
て
い
る
。
画
面
中
央
の
奥
で
は
電
線
か
ら
吊
り

下
げ
た
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
、
男
が
双
眼
鏡
を
覗
き
な
が
ら
花
見
を
し
て
い
る
。
リ
フ
ト

を
前
進
さ
せ
れ
ば
対
象
に
近
づ
い
て
、
よ
り
大
き
な
映
像
が
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
初
期
の
映
画
撮
影
で
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
の
代
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
装
置
と
同
じ
で
あ

る（
（（
（

。
万
作
は
映
画
の
発
明
と
初
期
の
歴
史
に
関
し
て
、か
な
り
詳
し
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
光
学
装
置
を
使
っ

て
花
見
を
す
る
無
精
村
の
人
々
の
姿
は
、
代
理
体
験
が
一
般
的
に
な
っ
た
現
在
の
映
像
社
会
を
先
取
り
す
る
批
評
に
な
っ
て
い
る
。

図６「無精村花見の図」『中学生』大正9年4月号（大阪国
際児童文学館蔵）
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二　

漫
画
漫
文

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
漫
画
漫
文
は
連
載
漫
画
で
、
す
べ
て
『
中
学
生
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
「
全
国
中
学
め
ぐ
り
」（
後
、

「
全
国
中
等
学
校
め
ぐ
り
」
と
改
題
）
は
読
者
投
稿
に
基
づ
く
漫
画
漫
文
で
、大
正
八
年
九
月
に
河
井
山
左
か
ら
執
筆
を
引
き
継
い
で
か
ら
、

大
正
一
三
年
五
月
ま
で
五
年
間
に
渡
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
毎
号
、
見
開
き
二
頁
に
四
点
の
漫
画
と
読
者
投
稿
に
手
を
入
れ
た
漫
文
が
掲
載

さ
れ
た
。
読
者
の
投
稿
に
漫
画
（
あ
る
い
は
挿
絵
）
を
添
え
る
こ
と
は
最
大
の
読
者
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
万
作
（
厳
密
に
言
え
ば
〝
池
内

愚
美
〟）
が
『
中
学
生
』
の
看
板
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
図
７
は
大
阪
・
市
岡
中
学
の
読
者
投
稿
に
基
づ
く
漫
画
漫
文

で
あ
る
。
野
球
の
ク
ラ
ス
対
抗

試
合
で
三
年
生
の
選
手
が
打
っ

た
球
が
、
一
年
生
の
遊
撃
手
の

尻
に
当
た
っ
た
瞬
間
を
描
い
て

い
る
。
球
が
当
た
っ
た
時
の
擬

音
語
は
な
い
が
、
二
種
類
の
星

の
記
号
と
、
実
線
と
点
線
で
球

の
衝
撃
が
表
現
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
漫
画
表
現
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
球
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
大
き
く
描
か

れ
、
選
手
が
受
け
た
痛
み
の
大
き
さ
を
想
像
さ
せ
る
。「
眼
を
怒
ら
せ
歯
を
喰
い
緊
つ
て
お
つ
堪
ら
へ
た
」
様
子
が
、
吊
り
上
が
っ
た
眼
、

う
わ
ず
っ
た
鼻
、
大
き
く
湾
曲
し
た
口
元
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
漫
文
に
言
う
野
球
道
徳
第
一
條
な
る
も
の
に
「
球
當
る
こ
と
あ
つ
て
も

泣
か
ざ
る
を
以
て
聖
と
す
」
と
あ
る
が
、
眼
の
下
に
は
一
滴
の
涙
が
加
え
ら
れ
、
一
年
生
選
手
の
痩
せ
我
慢
ぶ
り
が
示
さ
れ
る
。
野
球
道

図７「全国中学めぐり」『中学
生』大正9年2月号（大阪国際
児童文学館所蔵）
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徳
を
み
ず
か
ら
条
文
化
し
て
皮
肉
る
と
こ
ろ
に
、
後
の
映
画
に
お
け
る
武
士
道
批
判
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
。

　
「
い
た
づ
ら
傑
作
集
」
は
見
開
き
二
頁
に
四
～
六
点
の
枠
線
の
な
い
漫
画
を
描
き
、
漫
文
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。
一
平
の
「
当
世
百
馬

鹿
」
と
同
様
に
、
悪
戯
と
い
う
主
題
を
除
け
ば
漫
画
相
互
に
関
連
は
な
い
。
図
８
は
大
正
九
年
三
月
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
教
師
の
似
顔
絵
を
描
い
て
教
壇
の
机
に
貼
る
と
い
う
、
よ
く
あ
る
悪
戯
を

描
い
て
い
る
。
こ
の
漫
画
の
可
笑
し
さ
は
、
教
師
も
似
顔
絵
も
描
か
れ
た
絵
で
、
本
質
的
に
差
が
な
い

と
こ
ろ
か
ら
来
る
。
し
か
も
教
師
は
似
顔
絵
と
同
じ
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
お
り
、
似
顔
絵
が
教
師
に
似
て

い
る
の
か
、
教
師
が
似
顔
絵
に
似
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
。
小
中
学
校
の
同
窓
生
の
回
想
を

ま
と
め
た
「
聞
書
・
忘
れ
え
ぬ
万
作
」
に
よ
れ
ば
、
万
作
は
小
学
校
時
代
か
ら
絵
が
得
意
で
、「
中

学
の
こ
ろ
は
教
室
の
黒
板
に
よ
く
先
生
の
似
顔
絵
を
描
い
た
。
特
徴
を
つ
か
ん
で
よ
く
似
て
い
る
の

で
、
先
生
も
苦
笑
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た（

（（
（

」
と
言
う
。
図
８
の
漫
文
で
「
ほ
う
、
大
層
巧
く
描
け
た
、

貰
つ
て
置
く
よ
」
と
教
師
が
言
う
の
も
、
そ
う
し
た
体
験
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
万
作
は
新
任
の
教
師
の
ア
ダ
名
を
つ
け
る
の

も
得
意
だ
っ
た
ら
し
い（

（（
（

。
図
８
の
教
師
の
ア
ダ
名
は
黒
板
に
書
か
れ
た
「
大タ

ー
ジ食

」
の
よ
う
で
あ
る
。
野
尻
抱
影
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
学

生
漫
画
は
ア
メ
リ
カ
の
漫
画
家
ベ
ー
ト
マ
ン
の
構
想
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
悪
戯
の
い
く
つ
か
は
万
作
の
初
期
の
映
画
に
も
使
わ
れ
た

よ
う
だ
が（

（（
（

、
初
期
の
作
品
が
失
わ
れ
た
い
ま
と
な
っ
て
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
。

　

万
作
は
「
私
の
活
動
写
真
傍
観
史
」
で
「
五
年
の
こ
ろ
に
は
松
之
助
の
似
顔
絵
が
上
手
に
な
り
、
友
だ
ち
な
ど
に
見
せ
て
得
意
に
な
つ

て
い
た
。
似
顔
を
よ
く
似
せ
る
た
め
に
私
は
松
之
助
の
写
真
に
つ
い
て
顔
の
各
部
を
細
か
く
分
析
し
て
研
究
し
た（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

「
学
生
百
馬
鹿
」
に
は
松
之
助
の
似
顔
絵
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
（
図
９
）。
尾
上
松
之
助
は
日
本
映
画
の
最
初
の
ス
タ
ー
で
あ
り
、当
時
、

忍
術
映
画
で
子
供
た
ち
に
人
気
が
あ
っ
た
。
万
作
の
漫
画
に
は
吹
き
出
し
が
な
い
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
唯
一
の
例
外
で
、
印

図８「いたづら傑作集」『中学生』大
正9年3月号（日本近代文学館所蔵）
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を
結
ん
で
「
ハ
ラ
イ
ソ
、
ハ
ラ
イ
ソ
」
と
唱
え
る
中
学
生
の
側
の
吹
き
出
し
に
、
彼
が
頭
の

中
で
想
像
し
た
世
界
と
し
て
、
児
雷
也
に
扮
し
た
松
之
助
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
吹
き
出

し
の
表
現
は
、
火
薬
玉
が
爆
発
す
る
と
、
煙
の
中
か
ら

0

0

0

0

0

児
雷
也
が
姿
を
現
わ
す
ト
リ
ッ
ク
の

効
果
を
思
わ
せ
る
。「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
の
吹
き
出
し
が
ア
メ
リ
カ
漫
画
と
同
じ
長
方
形

の
吹
き
出
し
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
吹
き
出
し
は
現
在
の
漫
画
と
同
じ
雲
形
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
漫
画
漫
文
に
は
大
正
十
二
年
一
月
か
ら
連
載
さ
れ
た
「
茶
目
審
問
所
」
が
あ
る
。

「
全
国
中
学
め
ぐ
り
」
と
同
様
に
読
者
投
稿
に
基
づ
く
漫
画
漫
文
で
あ
る
。

　
　

三　

絵
物
語

　

漫
画
漫
文
の
形
式
を
発
展
さ
せ
た
絵
物
語
は
、
一
頁
に
配
置
す
る
絵

と
文
の
数
に
よ
っ
て
三
通
り
に
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ

と
は
別
の
系
譜
に
属
す
る
絵
物
語
も
あ
る
。
挿
絵
入
り
の
童
話
か
ら
発

展
し
た
絵
物
語
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
後
で
述
べ
る
。
漫
画
漫
文

の
掲
載
誌
が
『
中
学
生
』
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
漫
画
漫
文
を
物
語
仕
立

て
に
し
た
絵
物
語
も
『
中
学
生
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
二
年
目
の
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
八
月
、『
中
学
生
』
に

掲
載
さ
れ
た
「
漫
画
日
記
」（
図
10
）
は
、
夏
休
み
の
一
日
を
一
頁
に
一

図９「学生百馬鹿（Ⅱ）」『中
学生』大正10年7月号（大阪
国際児童文学館蔵）

図10「漫画日記」『中学生』大正8年
8月号（個人蔵）



一
三
二

組
の
絵
と
文
で
、
四
頁
に
渡
っ
て
描
い
た
絵
物
語
で
あ
る
。『
楽
天
』
の
同
人
の
一
人
で
あ
っ
た
中
村
草
田
男
に
よ
れ
ば
、
万
作
が
中
学

生
時
代
に
描
い
た
「
暑
中
日
記
」
を
漫
画
家
の
代
田
収
一
が
見
て
、「
そ
れ
ほ
ど
の
素
質
の
人
を
田
舎
に
埋
も
れ
さ
し
て
し
ま
う
の
は
惜

し
い
。
卒
業
後
は
直
ち
に
上
京
し
て
挿
絵
の
道
に
進
む
よ
う
に
す
す
め
て
く
れ（

（（
（

」
と
伊
藤
大
輔
に
伝
言
し
た
こ
と
が
、
万
作
が
挿
絵
画
家

に
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言
う
。「
漫
画
日
記
」
は
そ
の
「
暑
中
日
記
」
を
思
わ
せ
る
漫
画
か
も
し
れ
な
い
。
物
語
は
⑴
朝
寝
坊
、

⑵
魚
釣
り
、
⑶
昼
寝
、
⑷
相
撲
大
会
の
四
つ
の
挿
話
か
ら
成
る
。
図
10
は
⑴
の
朝
寝
坊
の
挿
話
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
漫
文
を
読
め
ば

こ
の
挿
話
は
さ
ら
に
①
弟
が
キ
ン
キ
ン
声
で
怒
鳴
っ
て
中
学
生
の
兄
を
起
こ
そ
う
と
す
る
場
面
と
、
②
弟
が
庭
で
し
ぼ
ん
だ
朝
顔
を
指
さ

し
て
、
朝
顔
を
見
る
約
束
を
破
っ
た
兄
を
問
い
つ
め
る
場
面
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
図
10
は
こ
の
う
ち
②
の
場
面
だ
け
を
描
い
て
い
る
。

こ
の
絵
物
語
は
一
頁
に
絵
と
文
が
一
組
し
か
な
い
た
め
、
標
準
的
な
形
式
の
絵
物
語
に
比
べ
て
文
の
量
が
格
段
に
多
い
。
た
と
え
ば
、
兄

は
弟
が
起
こ
そ
う
と
す
る
と
、「
お
米
の
高
い
今
日
、
せ
め
て
は
二
食
に
し
て
、
弟
妹
、
食
扶
持
の
為
め
盡
す
と
こ
ろ
あ
ろ
う
と
す
る
兄

上
の
深
謀
大
慮
を
知
ら
ざ
る
は
、
実
以
て
将
来
が
思
ひ
や
ら
れ
る
」
と
心
中
を
吐
露
す
る
。
そ
し
て
、
朝
顔
を
見
る
約
束
を
破
っ
た
こ
と

を
問
い
つ
め
ら
れ
る
と
、「
兄
さ
ん
は
過
去
に
生
き
る
の
を
屑
し
と
し
な
い
人
間
だ
。
過
去
を
し
て
現
在
に
…
…
何
せ
し
む
る
勿
れ
さ
」

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
諧
謔
に
富
ん
だ
漫
文
を
読
ま
せ
る
こ
と
が
、
半
ば
以
上
の
目
的
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
「
漫
画
日
記
」
と

い
う
題
名
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
形
式
の
絵
物
語
に
は
「
閻
魔
帳
の
奇
蹟
」（
大
正
九
年
一
月
）
が
あ
る
。
ま
た
、
一
頁
に
二
組

の
絵
と
文
を
配
置
し
た
絵
物
語
に
は
「
動
物
の
過
激
派
」（
大
正
八
年
十
一
月
）
が
あ
る
。

　

大
正
八
年
十
月
に
掲
載
さ
れ
た
「
同
盟
休
校
」（
図
11
）
は
、
一
頁
三
段
に
三
組
の
絵
と
文
を
配
置
し
た
標
準
的
な
形
式
の
絵
物
語
で

あ
る
。「
珍
助
絵
物
語
」
と
同
様
の
形
式
で
あ
る
が
、
①
は
題
名
が
場
所
を
ふ
さ
い
だ
た
め
、
漫
文
は
漫
画
に
書
き
込
ま
れ
た
「
ナ
ン
ボ

考
ヘ
テ
モ
デ
キ
ン
ガ
ナ
モ
シ
」
と
い
う
文
で
代
用
さ
れ
て
い
る
。
物
語
は
計
六
組
の
絵
と
文
で
構
成
さ
れ
、
図
11
は
そ
の
前
半
、
つ
ま
り

「
帚
」
と
い
う
ア
ダ
名
の
幾
何
の
教
師
を
①
答
案
で
皮
肉
っ
て
も
、
②
帚
祭
の
悪
戯
を
し
て
も
効
果
が
な
い
の
で
、
③
ク
ラ
ス
で
語
ら
っ
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て
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
る
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
絵
に
枠
線
は
な
く
、
連
続

す
る
絵
と
文
で
物
語
を
構
成
し
て
い
る
。
読
み
方
は
「
珍
助
絵
物
語
」
と

同
様
に
、
一
段
目
右
の
文
、
左
の
絵
、
二
段
目
左
の
文
、
右
の
絵
…
…
と
、

文
→
絵
の
順
序
と
な
り
、
文
が
物
語
を
展
開
す
る
主
体
と
な
る
。
伊
藤
大

輔
は「
万
作
と
猫
と
絵
と
私
」と
題
す
る
回
想
文
で
、「
私
と
彼（
万
作
）は
、

夏
目
漱
石
先
生
の
『
坊
ツ
ち
や
ん
』
で
知
ら
れ
た
松
山
中
学
で
、
坊マ

マ

ち
や

ん
の
相
棒
、
ヤ
マ
ア
ラ
シ
先
生
に
三
角
函
数
で
痛
め
つ
け
ら
れ
た
仲
間
同

志
で
あ
る（

（（
（

」と
述
べ
て
い
る
。図
11
の
髭
を
蓄
え
た
長
い
顔
の
教
師
は
、『
坊

つ
ち
や
ん
』
の
山
嵐
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
、
渡
部
正
利
を
描
い
た
漫
画
の
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
を
匂
わ
せ
る
た
め
に
、
万

作
は
『
坊
つ
ち
や
ん
』
で
お
馴
染
み
の
伊
予
弁
で
、「
ナ
ン
ボ
考
ヘ
テ
モ
デ
キ
ン
ガ
ナ
モ
シ
」
と
書
き
込
み
を
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
形
式
の
絵
物
語
に
は
「
其
の
行
方
」（『
中
学
生
』、大
正
八
年
七
月
）、「
従
卒
の
悲
哀
」（『
新
青
年
』、大
正
十
二
年
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。

　

デ
ビ
ュ
ー
作
「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」（
大
正
七
年
二
月
『
少
年
世
界
』
掲
載
）
は
、
以
上
の
絵
物
語
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
形
式
の

絵
物
語
で
あ
る
。
園
丁
の
ピ
ン
君
が
檻
か
ら
逃
げ
出
し
た
ゴ
リ
ラ
に
追
い
か
け
ら
れ
、
あ
わ
や
串
刺
し
に
な
る
ま
で
の
物
語
を
、
六
コ

マ
の
絵
と
文
で
描
い
て
い
る
（
図
12
・
13
）。
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
長
方
形
の
コ
マ
が
二
分
さ
れ
、
右
に
絵
、
左
に
文
が
配
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
絵
と
文
の
全
体
が
枠
取
り
さ
れ
て
い
る
の
は
、
読
者
投
稿
の
頁
に
一
コ
マ
ず
つ
掲
載
さ
れ
た
た
め
、
他
の
記
事
と
区

別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
一
頁
に
六
コ
マ
ま
と
め
て
掲
載
す
れ
ば
、
形
式
上
は
コ
マ
漫
画
と
同
様
の
も
の
に
な
っ
た
だ
ろ

う
。
読
み
方
は
絵
→
文
の
順
序
で
、「
珍
助
絵
物
語
」
や
「
同
盟
休
校
」
と
逆
に
な
り
、
形
式
の
上
で
は

0

0

0

0

0

0

絵
が
物
語
を
展
開
す
る
主
体
と

な
る
。
こ
の
変
化
は
語
り
手
の
役
割
の
変
化
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
語
り
手
は
①
で
「
さ
あ
大
変
ゴ
リ
ラ
が
檻
を
破
っ
て
出
た
。
園
丁
の

図11「同盟休校」『中学生』大正8年
10月号（個人蔵）



一
三
四

ピ
ン
君
驚
い
た
の
驚
か
な
い
の
つ
て
…
…
」
と
語
り
、
②
で
「
い

よ
い
よ
之
よ
り
は
追
ひ
つ
追
は
れ
つ
冒
険
大
活
劇
の
光
景
…
…
」、

③
で
「
や
う
や
く
に
し
て
こ
れ
ま
で
逃
げ
て
参
り
ま
し
た
ピ
ン
君

は
…
…
」
と
語
る
。
語
り
手
は
絵
を
映
画
の
画
面

0

0

に
見
立
て
、
活

動
弁
士
の
口
調
を
真
似
な
が
ら
、
読
者
が
絵
（
画
面
）
を
見
た
こ

と
を
前
提
に
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
絵
を
補
完
す
る

0

0

0

0

役
割
を
に

な
う
に
す
ぎ
ず
、「
珍
助
絵
物
語
」
の
よ
う
に
「
工
夫
が
上
手
で
、

腕
力
も
強
い
珍
助
と
い
ふ
少
年
が
あ
り
ま
し
た
」
と
物
語
を
み
ず

0

0

0

0

0

か
ら
語
る

0

0

0

0

自
立
的
な
語
り
手
で
は
な
い
。

　

絵
に
よ
る
物
語
展
開
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
の
は
、
コ
マ
ご
と
の
鮮
や
か
な
場
面
転
換
で
あ
る
。
場
面
は
①
動
物
園
、
②
倉
庫
の
屋
上
、

③
倉
庫
の
一
室
、
④
路
上
、
⑤
海
上
、
⑥
南
洋
の
島
と
、
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
す
る
。
①
②
⑤
⑥
は
二
～
五
色
の
多
色
刷
、
他
の
コ
マ
は
一
色

刷
で
、
①
か
ら
④
ま
で
右
か
ら
左
へ
地
上
の
追
っ
か
け

0

0

0

0

を
目
で
追
っ
て

き
た
読
者
は
、
頁
を
め
く
っ
た
⑤
で
ビ
ア
樽
に
ま
た
が
っ
て
南
洋
の
海

を
渡
る
五
色
刷
の
ゴ
リ
ラ
の
姿
を
目
に
す
る
。
頁
の
め
く
り
の
効
果
も

考
え
た
鮮
や
か
な
場
面
転
換
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
物
語
展
開
を
可
能
に
し
た
背
景
に
は
、「
冒
険
活
劇
」
と
い
う
角
書

き
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
の
映
画
か
ら
の
影
響
が
あ
る
。

図12「ゴリラとピン君」『少年世界』
大正7年2月号（岡山県立図書館蔵）図13「ゴリラとピン君」（前同）
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大
正
半
ば
の
日
本
映
画
は
歌
舞
伎
や
新
派
の
舞
台
を
写
し
た
も
の
で
、
画
面
は
ほ
と
ん
ど
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
で
変
化
に
乏
し
く
、
女

性
の
役
は
女
形
が
演
じ
て
い
た
。
映
画
は
サ
イ
レ
ン
ト
で
活
動
弁
士
が
説
明
し
た
た
め
、
字
幕
も
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
外
国
映

画
は
一
足
早
く
舞
台
劇
か
ら
解
放
さ
れ
、
女
優
と
字
幕
の
使
用
は
も
ち
ろ
ん
、
野
外
撮
影
を
盛
り
込
ん
だ
喜
劇
や
活
劇
が
人
気
を
集
め
て

い
た
。
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
を
ふ
く
ん
だ
グ
リ
フ
ィ
ス
流
の
編
集
に
基
づ
く
映
画
も
公
開
さ
れ
、
雑
誌
の
論
壇
で
は
日
本
映
画
の
革
新
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
大
正
五
、六
年
は
連
続
活
劇
が
ブ
ー
ム
で
、
当
時
、
松
山
中
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
万
作
は
同
人
誌
の
『
楽

天
』
で
伊
藤
大
輔
が
書
い
た
冒
険
活
劇
に
挿
絵
を
つ
け
、
気
に
入
っ
た
外
国
映
画
を
コ
マ
絵
で
再
現
し
て
い
た
。
中
村
草
田
男
は
万
作
に

よ
る
映
画
の
〝
誌
上
興
行
〟
に
つ
い
て
、「
本
職
の
画
家
の
本
間
国
雄
と
い
う
人
が
い
ろ
ん
な
少
年
雑
誌
面
で
実
行
し
た
こ
と
の
偶
然
の

先
鞭
を
つ
け
て
い
た（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
草
田
男
の
言
う
通
り
、
本
間
は
大
正
四
年
九
月
に
『
日
本
少
年
』
で
映
画
を
再
現
し
た
絵
物
語

「
天
空
馬
」を
描
き
、翌
年
一
月
か
ら
一
年
間
、同
誌
で
同
様
の
試
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
大
正
五
年
一
月
掲
載
の「
鉄
血
」は
、

前
年
の
十
一
月
下
旬
、
浅
草
み
く
に
座
で
封
切
ら
れ
た
同
名
の
映
画
を
再
現
し
た
も
の
で
、「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」
と
画
風
は
異
な
る
が
、

同
じ
「
冒
険
活
劇
」
と
い
う
角
書
き
を
も
ち
、絵
も
丸
く
縁
取
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
少
年
』
は
当
時
の
有
力
な
少
年
雑
誌
で
、『
中
学
世
界
』

と
と
も
に
大
輔
の
投
稿
雑
誌
の
ひ
と
つ
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
万
作
が
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
。
と
す
る
と
、
万
作
の
映
画
の
〝
誌
上

興
行
〟
は
、「
本
間
の
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
」
と
言
う
よ
り
も
、「
本
間
の
先
例
に
な
ら
っ
た
」
と
言
う
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」
は
、中
学
生
時
代
の
コ
マ
絵
に
よ
る
映
画
の
再
現
が
下
地
に
あ
り
、映
画
か
ら
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
。

　

万
作
は
こ
れ
ら
の
絵
物
語
と
は
別
の
系
譜
の
絵
物
語
も
描
い
て
い
る
。
図
14
は
「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」
を
描
い
て
二
ヶ
月
後
の
大
正
七

年
四
月
、
同
じ
『
少
年
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
運
の
悪
い
日
」
と
題
す
る
絵
物
語
の
一
部
で
あ
る
。
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
絵
は

漫
画
で
は
な
く
、
童
話
の
挿
絵
と
同
じ
描
き
方
で
描
か
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
主
人
公
の
目
鼻
や
着
物
の
柄
の
筆
使
い
は
、
デ
ビ
ュ
ー
時

の
挿
絵
の
特
徴
を
表
わ
し
て
い
る
。
も
う
少
し
時
代
が
下
れ
ば
、
抱
影
の
言
う
よ
う
に
、「
涙
ぐ
ん
で
い
る
よ
う
な
大
き
な
眼
の
少
年
」



一
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六

に
な
る
だ
ろ
う
。
一
見
す
る
と
、
こ
の
絵
物
語
は
挿
絵
入
り
の
童
話

と
大
差
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
絵
物
語
の
角
書
き
は

「
活
動
絵
話
」（

（（
（

で
あ
り
、
物
語
は
五
つ
の
挿

シ
ー
ク
ェ
ン
ス

話
で
構
成
さ
れ
、
各
挿

話
は
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
に
な
ら
っ
て
、
第
一
巻
、
第
二
巻
…
…
と
巻

数
で
呼
ば
れ
る
。
第
三
巻
ま
で
の
物
語
は
、
⑴
主
人
公
の
久
夫
が
寝

坊
す
る
。
登
校
し
よ
う
と
す
る
と
、
習
字
の
手
本
が
見
つ
か
ら
な
い
。

⑵
登
校
の
途
中
、
踏
み
切
り
ま
で
来
る
と
貨
物
列
車
の
長
い
列
。
半

紙
を
忘
れ
た
の
を
思
い
出
し
て
、
文
房
具
店
へ
ゆ
く
と
お
釣
り
が
な

い
。
⑶
学
校
に
着
く
と
始
業
の
ベ
ル
は
鳴
っ
た
後
。
遅
刻
の
理
由
を
先
生
に
話
す
と
、
着
席
を
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
間
は
何
を
習
っ
た

か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
図
14
は
⑶
の
挿
話
を
二
つ
の
場シ

ー
ン面

に
分
け
、
久
夫
が
学
校
に
遅
刻
し
た
場
面
（
下
の
菱
形
の
部
分
）
と
、
先

生
に
理
由
を
話
す
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
絵
物
語
の
絵
は
物
語
の
場
面
を
再
現
し
た
絵
で
あ
っ
て
、
童
話
の

場
面
を
任
意
に
描
い
た
挿
絵
で
は
な
い（

（（
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
漫
画
漫
文
か
ら
絵
物
語
に
至
る
系
譜
と
は
別
に
、
挿
絵
入
り
の
童
話
か
ら

絵
物
語
に
至
る
系
譜
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。こ
の
系
譜
に
属
す
る
絵
物
語
は
す
べ
て『
少
年
世
界
』に
掲
載
さ
れ
た
。「
山
か
ら
海
へ
」

（
大
正
八
年
九
月
）、「
森
の
勇
士
」（
同
十
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　

四　

コ
マ
漫
画

　

コ
マ
漫
画
に
は
絵
の
コ
マ
が
連
続
し
た
純
然
た
る
コ
マ
漫
画
の
他
に
、
絵
物
語
の
特
徴
を
残
し
た
〝
過
渡
的
な
〟
コ
マ
漫
画
、
枠
線
の

図14「運の悪い日」『少年世界』大
正7年4月号（日本近代文学館蔵）
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な
い
絵
が
連
続
し
た
コ
マ
漫
画
が
あ
る
。
長
編
漫
画
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
の
頃
か
ら
で
、
大
正
半
ば
の

コ
マ
漫
画
は
八
～
十
コ
マ
の
短
編
漫
画
が
主
流
だ
っ
た
。
万
作
の
コ
マ
漫
画
も
四
～
十
五
コ
マ
の
短
編
漫
画
で
あ
る
。
コ
マ
漫
画
は
全
部

で
十
編
あ
り
、
最
初
の
五
編
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
少
年
世
界
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
　
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」（『
少
年
世
界
』、
大
正
八
年
七
月
）

　
　
「
芝
居
好
き
の
三
ち
や
ん
」（
同
、
大
正
九
年
五
月
）

　
　
「
東
京
の
真
中
で
マ
ゴ
マ
ゴ
す
る
と
」（
同
、
大
正
九
年
六
月
）

　
　
「
喧
嘩
画
報
」（
同
、
大
正
九
年
七
月
）

　
　
「
弟
の
車
掌
ぶ
り
」（
同
、
大
正
九
年
十
二
月
） 

　

最
初
の
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
を
除
け
ば
、
残
り
の
四
編
は
大
正
九
（
一
九
二
○
）
年
五
月
、
六
月
、
七
月
、
十
二
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
コ
マ
漫
画
が
集
中
し
て
描
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
純
然
た
る
コ
マ
漫
画
は
三
番
目
の
「
東
京
の
真
中
で
マ
ゴ
マ

ゴ
す
る
と
」（
以
下
、「
東
京
の
真
中
」
と
略
記
）
と
五
番
目
の
「
弟
の
車
掌
ぶ
り
」
で
あ
る
。
万
作
は
「
東
京
の
真
中
」
を
描
く
ま
で
に

童
話
風
の
絵
物
語
を
三
編
、
漫
画
漫
文
式
の
絵
物
語
を
六
編
、
枠
線
の
な
い
コ
マ
漫
画
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」、
絵
物
語
風
の
コ
マ
漫
画
「
芝
居

好
き
の
三
ち
や
ん
」
を
描
い
て
い
る
。
大
正
七
年
二
月
の
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
物
語
漫
画
へ
の
発
展
の
道
筋
を
あ
る

程
度
た
ど
っ
た
上
で
、
純
然
た
る
コ
マ
漫
画
に
着
手
し
た
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
お
い
て
は
コ
マ
漫
画
の
形
式
に
焦
点
を
当
て
、
表
現
の

特
質
に
つ
い
て
は
次
章
で
改
め
て
述
べ
る
。

　
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
は
次
章
で
扱
う
の
で
、
二
番
目
の
「
芝
居
好
き
の
三
ち
や
ん
」（
図
15
）
か
ら
見
て
ゆ
く
。
三
ち
ゃ
ん
が
家
族
の
留
守
の
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間
に
お
姉
さ
ん
の
化
粧
道
具
を
借
り
て
、
歌
舞
伎
の
舞
台
の
岩
見

重
太
郎
に
扮
す
る
が
、
帰
っ
て
来
た
お
父
さ
ん
に
見
つ
か
っ
て
し

ま
う
。
誰
で
も
子
供
の
頃
に
経
験
し
そ
う
な
こ
と
を
、
四
コ
マ
の

漫
画
で
描
い
て
い
る
。
外
見
上
は
枠
外
の
文
は
な
い
が
、
こ
の
漫

画
は
絵
物
語
の
特
徴
を
残
し
た
〝
過
渡
的
な
〟
コ
マ
漫
画
で
あ
る
。

そ
れ
は
絵
と
文
が
等
量
で

0

0

0

互
い
違
い
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
分
か
る
。
図
11
の
「
同
盟
休
校
」
の
絵
と
文
を
線
で
区
分
す

れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
コ
マ
漫
画
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
で
語
り
手

は
「
三
ち
や
ん
は
芝
居
が
大
好
き
な
の
で
、
お
隣
り
の
八
ち
や
ん
が
遊
び
に
来
る
と
、『
そ
こ
は
端
近
、
い
ざ
ま
づ
こ
れ
へ
』
と
云
ふ
。

復
習
を
し
な
い
で
、毎
日
芝
居
の
本
ば
か
り
見
て
ゐ
る
」
と
語
る
。
絵
物
語
の
語
り
手
と
同
様
に
、状
況
の
説
明
と
人
物
の
セ
リ
フ
を
語
っ

て
い
る
。
絵
と
文
の
配
置
は
「
珍
助
絵
物
語
」（
図
４
）
と
逆
で
、
絵
→
文
の
順
序
で
始
ま
る
。
た
だ
、
文
に
⑴
⑵
⑶
⑷
と
番
号
が
振
っ

て
あ
り
、
読
み
方
は
一
律
で
は
な
い
。
①
右
の
絵
→
左
の
文
→
②
左
の
絵
→
右
の
文
…
…
と
、
絵
→
文
の
順
序
に
読
む
読
者
も
い
れ
ば
、

番
号
に
従
っ
て
文
か
ら
順
番
に
読
む
読
者
も
い
る
だ
ろ
う
。
面
白
い
の
は
猫
の
描
き
方
で
、
猫
は
三
ち
ゃ
ん
が
取
る
姿
勢
と
同
調
し
、
起

承
転
結
を
表
わ
す
絵
文
字
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

翌
月
、
大
正
九
年
六
月
の
「
東
京
の
真
中
」（
図
16
）
は
一
転
し
て
、
枠
外
の
左
右
に
文
と
コ
マ
の
中
に
セ
リ
フ
を
配
置
し
、
純
然
た

る
コ
マ
漫
画
と
し
て
物
語
漫
画
へ
歩
を
進
め
て
い
る
。
吹
き
出
し
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
点
を
除
け
ば
、
こ
の
形
式
は
大
正
十
三
年
七
月

に
刊
行
さ
れ
た
『
お
伽
・
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
』（
朝
日
新
聞
社
）
の
形
式
と
同
様
で
あ
る
（
単
行
本
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
四
コ
マ
の
連

載
漫
画
が
二
コ
マ
二
列
の
漫
画
に
描
き
直
さ
れ
、
枠
外
の
文
の
配
置
が
図
５
の
右
一
列
か
ら
左
右
二
列

0

0

0

0

へ
変
わ
っ
た
）。「
芝
居
好
き
の
三

図15「芝居好きの三ちやん」『少年
世界』大正9年5月号（神奈川近代文
学館蔵）
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ち
や
ん
」
は
文
の
量
が
多
く
、絵
物
語
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
た
が
、

「
東
京
の
真
中
」
は
枠
外
の
文
も
セ
リ
フ
も
簡
潔
で
あ
る
。
①
で
は

少
年
の
「
オ
モ
シ
ロ
イ　

オ
モ
シ
ロ
イ
」
と
い
う
セ
リ
フ
の
上
に
、

セ
リ
フ
の
開
始
を
示
す
半
カ
ッ
コ
の
記
号
と
、
セ
リ
フ
の
出
所
を
示

す
点
線
が
少
年
の
側
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
②
の
路
面
電
車
の
「
チ

ン　

チ
ン
」
と
い
う
擬
音
語
に
も
、
音
の
出
所
を
示
す
実
線
が
電
車

の
ラ
イ
ト
の
下
か
ら
上
下
に
引
か
れ
て
い
る
。
⑥
と
⑦
の
セ
リ
フ
も

同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
線
は
も
っ
と
も
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
吹
き
出

し
の
表
現
で
あ
り
、
形
式
の
上
で
は
「
東
京
の
真
中
」
は
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
と
同
水
準
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

十
二
月
の
「
弟
の
車
掌
ぶ
り
」（
図
17
）
で
は
枠
外
の
文
が
取
り
去
ら
れ
、
絵
と
セ
リ
フ
で
物
語
が
展
開
さ
れ
る
。
小
学
校
低
学
年
向

き
の
漫
画
で
、
表
現
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
他
の
漫
画

よ
り
も
略
画
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
①
に
『
ち
ん
ち
ん
う
ご
き

ま
あ
す
』
と
あ
る
よ
う
に
、
セ
リ
フ
は
吹
き
出
し
で
は
な
く
、『 

』
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
万
作
は
『
中
学
生
』
の
学
生
漫
画
を
描

く
に
あ
た
っ
て
、
ベ
ー
ト
マ
ン
の
ア
メ
リ
カ
漫
画
を
参
考
に
し
て

お
り
、
吹
き
出
し
の
表
現
も
知
っ
て
い
た
。
事
実
、
図
９
の
「
学

生
百
馬
鹿
」
の
漫
画
で
は
、
雲
形
の
吹
き
出
し
を
使
用
し
て
松
之

助
の
児
雷
也
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
吹
き
出
し
を
使
用
し
な

図16「東京の真中でマゴマゴする
と」『少年世界』大正9年6月号（神奈
川近代 文学館蔵）

図17「弟の車掌ぶり」『少年世界』
大正9年12月号（神奈川近代文学館
蔵）



一
四
〇

か
っ
た
理
由
は
、「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
の
連
載
が
始
ま
る
前
で
、
読
者
に
馴
染
み
が
薄
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
吹
き
出
し
は
『 

』
で
代

用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
マ
漫
画
と
セ
リ
フ
で
物
語
を
展
開
す
る
物
語
漫
画
が
成
立
し
て
い
る
と
見
て
よ
い（

（（
（

。

　

以
上
、
万
作
の
漫
画
の
概
要
を
見
て
き
た
が
、
大
正
半
ば
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
漫
画
史
が
歩
ん
だ
物
語
漫
画
へ
の
道
を
、
万
作

は
「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」
か
ら
数
え
て
三
年
、
コ
マ
漫
画
に
限
れ
ば
「
芝
居
好
き
の
三
ち
や
ん
」
か
ら
わ
ず
か
七
ヶ
月
で
踏
破
し
た
。
万

作
の
漫
画
が
短
期
間
の
う
ち
に
物
語
漫
画
の
水
準
に
達
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
れ
ば
差
し
当
た
り
十
分
で
あ
る
。

三　

運
動
の
表
象
―
―
万
作
の
漫
画
の
特
質

　

前
章
で
は
物
語
漫
画
の
発
展
の
道
筋
に
沿
っ
て
万
作
の
漫
画
の
概
要
を
ま
と
め
た
。
本
章
で
は
〝
映
画
的
手
法
〟
と
関
連
づ
け
て
、
コ

マ
の
接
続
の
観
点
か
ら
万
作
の
漫
画
の
特
質
を
考
察
す
る
。

　

竹
内
オ
サ
ム
は
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』（
筑
摩
書
房
）
に
お
い
て
、漫
画
の
中
で
は
人
物
と
背
景
は
図0

と
地0

と
し
て
対
比
さ
れ
る
と
し
、

人
物
は
図
と
し
て

0

0

0

0

前
景
に
浮
き
出
す
の
に
対
し
て
、
背
景
は
地
と
し
て

0

0

0

0

奥
に
引
っ
込
み
、
物
語
を
安
定
さ
せ
る
役
割
を
に
な
う
と
述
べ
て

い
る（

（（
（

。
そ
し
て
、
戦
前
の
漫
画
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
コ
マ
の
接
続
と
し
て
、
地
（
背
景
）
を
固
定
し
て
図
（
人
物
）
を
動
か
す <

地
・
固
定

型> 

の
タ
イ
プ
と
、
図
（
人
物
）
を
固
定
し
て
地
（
背
景
）
を
動
か
す <

図
・
固
定
型> 

の
タ
イ
プ
の
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
前
者
の <

地
・
固
定
型> 

の
タ
イ
プ
の
例
と
し
て
、
竹
内
は
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
刊
行
の
田
河
水
泡
の
『
の
ら
く
ろ
探
検
隊
』（
大
日
本
雄

弁
会
講
談
社
）
か
ら
図
18
の
よ
う
な
例
を
引
い
て
い
る（

（（
（

。
大
陸
へ
渡
る
の
ら
く
ろ
が
隊
員
に
別
れ
の
演
説
を
す
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
地
（
背
景
）
は
舞
台
の
書
割
の
よ
う
に
変
化
せ
ず
、
図
（
の
ら
く
ろ
）
が
演
説
を
し
な
が
ら
後
ろ
へ
倒
れ
る
。
ま
た
、
後
者
の <

図
・
固
定
型> 

の
タ
イ
プ
の
例
と
し
て
、
竹
内
は
同
じ
『
の
ら
く
ろ
探
検
隊
』
か
ら
図
19
の
よ
う
な
例
を
引
い
て
い
る
。
の
ら
く
ろ
が
軍



サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
あ
る
い
は
運
動
の
表
象

一
四
一

刀
の
試
し
斬
り
に
出
か
け
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
図
（
の
ら

く
ろ
）
は
あ
ま
り
変
化
せ
ず
、
地
（
背
景
）
が
左
か
ら
右
へ
変
化
す
る
。

結
果
的
に
の
ら
く
ろ
は
右
か
ら
左
へ
歩
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
映

画
で
言
え
ば
、
前
者
の <

地
・
固
定
型> 

の
タ
イ
プ
は
固
定
シ
ョ
ッ
ト
、

後
者
の <

図
・
固
定
型> 

の
タ
イ
プ
は
移
動
シ
ョ
ッ
ト
と
同
様
の
効
果

を
も
つ
。

　

た
と
え
ば
図
５
の
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」。
①
と
②
は
正
ち
ゃ
ん
と

リ
ス
が
横
浜
の
町
で
地
震
に
あ
う
様
子
を
描
い
て
い
る
。
正
ち
ゃ
ん
と

リ
ス
は
ほ
ぼ
同
じ
図
柄
で
、
背
景
の
建
物
が
左
か
ら
右
へ
変
化
し
て
い

る
。
コ
マ
の
接
続
は <

図
・
固
定
型> 
で
あ
る
。
③
と
④
は
正
ち
ゃ

ん
と
リ
ス
が
地
の
割
れ
目
に
落
ち
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
④
は
③
よ

り
も
少
し
寄
っ
た
絵
だ
が
、
地
の
割
れ
目
は
同
じ
図
柄
で
、
コ
マ
の
接

続
は <

地
・
固
定
型> 

で
あ
る
。「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
は
戦
前
の
漫

画
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
コ
マ
の
接
続
を
使
っ
た
漫
画
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
他
の
例
を
見
る
と
、「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
は <

地
・
固
定
型> 

の
タ
イ
プ
の
コ
マ
の
接
続
が
多
い
。
戦
前
の
漫
画
（
と
り
わ
け
大
正
期

の
漫
画
）
は <

地
・
固
定
型> 

を
基
本
型
と
し
て
図
（
人
物
）
の
動
作
を
描
き
、<

図
・
固
定
型> 

の
タ
イ
プ
を
併
用
し
て
図
（
人
物
）

の
移
動
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
実
際
に
検
証
が
必
要
だ
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
万
作
の
漫
画
は <

地
・
固
定
型> 

の
コ

図18『のらくろ探検隊』大日本雄
弁会講談社、昭和14年（竹内オサ
ム、前掲書 p.156）

図19『のらくろ探検隊』（同 p.158）



一
四
二

マ
の
接
続
を
使
用
し
て
、
細
か
い
コ
マ
割
り
で

0

0

0

0

0

0

0

0

人
物
（
事
物
）
の
運
動
を
表
象
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
他
方
、
戦
後
の
漫
画
に
つ
な
が

る
コ
マ
の
接
続
も
使
用
し
て
い
る
。

　

で
は
、
戦
後
の
漫
画
の
コ
マ
の
接
続
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
手
塚
治
虫
は
戦
前
の
漫
画
の
形
式
を
革
新
し
、
戦
後
の
漫
画
の

土
台
を
築
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
手
塚
は
戦
前
の
漫
画
を
評
し
て
、「
従
来
の
漫
画
は
、『
の
ら
く
ろ
』
に
し
て
も
な
ん
に
し
て
も
、
だ
い

た
い
平
面
的
な
視
点
で
、
舞
台
劇
的
に
描
か
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
、
上
手
下
手
か
ら
役
者
が
出
て
き
て
や

り
と
り
す
る
の
を
、
客
席
の
目
か
ら
見
た
構
図
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
迫
力
も
心
理
的
描
写
も
生
み
だ
せ
な
い
と
悟
っ
た
の
で
、
映
画

的
手
法
を
構
図
に
採
り
い
れ
る
こ
と
に
し
た（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
手
塚
に
よ
れ
ば
、
戦
前
の
漫
画
に
共
通
す
る
構
図
は
、「
客
席
の
目
か

ら
見
た
構
図
」
で
あ
る
。
舞
台
と
客
席
の
距
離
は
つ
ね
に
一
定
で
変
化
し
な
い
。
舞
台
の
人
物
は
客
席
か
ら
つ
ね
に
同
じ
大
き
さ
で
見
え

る
。
た
と
え
ば
、
図
18
と
図
19
の
の
ら
く
ろ
は
、
コ
マ
の
接
続
の
仕
方
は
変
わ
っ
て
も
、
サ
イ
ズ
に
変
化
は
な
く
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。

絵
は
つ
ね
に
全
身
を
描
く
サ
イ
ズ
、
映
画
で
言
え
ば
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
る
。
す
る
と
、
戦
後
の
漫
画
に
あ
っ
て
戦
前
の
漫
画
に
な

い
コ
マ
の
接
続
は
、
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
を
ふ
く
む
絵
の
サ
イ
ズ
の
変
化
に
よ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

接
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
映
画
で
言
え
ば
、
グ
リ
フ
ィ

ス
流
の
シ
ョ
ッ
ト
編
集
に
基
づ
く
接
続
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
客
席
の
目
か
ら
見
た
構
図
」
と
平
行
し
て
、
従
来
の
漫
画
は
「
上
手
下
手
か

ら
役
者
が
出
て
き
て
や
り
と
り
す
る
」。
つ
ま
り
、
人
物
は
右
か
ら
左
へ
、
あ
る
い
は
左
か
ら
右
へ
移
動
す
る
。
図
19
の
の
ら
く
ろ
も
右

か
ら
左
へ
移
動
し
て
い
る
。
す
る
と
、
戦
後
の
漫
画
の
も
う
ひ
と
つ
の
コ
マ
の
接
続
は
、
人
物
の
奥
か
ら
手
前

0

0

0

0

0

（
あ
る
い
は
手
前
か
ら
奥
）

へ
の
移
動
に
よ
る

0

0

0

0

0

0

0

接
続
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
画
面
の
奥
行
き
を
使
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

接
続
で
あ
る
。
立
体
的
な
視
点
と
言
っ
て
も

良
い
。
た
だ
の
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
な
ら
写
真
に
も
あ
る
。
画
面
の
奥
行
き
を
使
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

人
物
（
事
物
）
の
奥
か
ら
手
前
へ
の
運
動
を
表
象

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
こ
と

0

0

0

0

、
こ
れ
こ
そ
が
〝
映
画
的
手
法
〟
の
最
た
る
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
結
局
の
と
こ
ろ
、
戦
後
の
漫
画
の
コ
マ
の
接
続
は
、
絵
の
サ
イ
ズ

の
変
化
に
よ
る
接
続
と
、
人
物
の
奥
か
ら
手
前
へ
の
移
動
に
よ
る
接
続
に
帰
着
す
る
。



サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
あ
る
い
は
運
動
の
表
象

一
四
三

　

以
上
の
論
点
を
踏
ま
え
て
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
万
作
の
コ
マ
漫
画
を
も
う
一
度
見
て
み
る
。
図
15
の
「
芝
居
好
き
の
三
ち
や
ん
」。

②
～
④
は
三
ち
ゃ
ん
が
鏡
台
の
前
で
岩
見
重
太
郎
に
扮
す
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
背
景
は
白
で
猫
だ
け
が
描
か
れ
て
い
る
。
コ
マ
の
接

続
は <
地
・
固
定
型> 

で
あ
る
。
し
か
し
、
絵
の
サ
イ
ズ
は
膝
か
ら
上
の
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
シ
ョ
ッ
ト
で
、
①
の
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
よ
り

も
寄
っ
た
画
面
で
、
三
ち
ゃ
ん
の
変
装
ぶ
り
を
見
せ
て
い
る
。
①
は
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
で
も
斜
め
俯
瞰
の
ア
ン
グ
ル
で
、
手
前
の
雑
誌

か
ら
三
ち
ゃ
ん
の
背
後
の
猫
に
至
る
ま
で
、
周
囲
の
状
況
を
詳
し
く
見
せ
て
い
る
。「
芝
居
好
き
の
三
ち
や
ん
」
は
絵
の
サ
イ
ズ
と
ア
ン

グ
ル
に
変
化
が
あ
り
、
必
ず
し
も
「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
の
よ
う
な
典
型
的
な
戦
前
の
漫
画
で
は
な
い
。

　

図
17
の
「
弟
の
車
掌
ぶ
り
」。
①
は
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
で
始
ま
り
、
②
は
斜
め
俯
瞰
の
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
で
蛇
行
し
た
列
の
全
体

を
見
せ
る
。
③
は
一
番
寄
っ
た
ミ
デ
ィ
ア
ム
・
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
で
、
乗
り
換
え
の
切
符
に
目
を
や
る
子
供
た
ち
の
様
子
を
示
し
、
④

は
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
に
も
ど
っ
て
、
疲
れ
て
休
ん
だ
子
供
た
ち
を
描
く
。
背
景
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
電
車
ゴ
ッ
コ
で
場
所
を
移
動

し
て
い
る
か
ら
、
描
け
ば
背
景
が
変
化
す
る
絵
に
な
る
だ
ろ
う
。
子
供
た
ち
の
図
柄
も
変
化
し
て
お
り
、 <

地
・
固
定
型> 

、<

図
・
固

定
型> 

の
分
類
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
コ
マ
ご
と
に
絵
の
サ
イ
ズ
と
ア
ン
グ
ル
が
変
化
し
、
映
画
の
シ
ョ
ッ
ト
編
集
の
見
本
の
よ
う
な
漫

画
で
あ
る
。
戦
後
に
な
っ
て
消
化
さ
れ
る
コ
マ
の
接
続
の
ひ
と
つ
が
、
こ
こ
で
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

順
番
が
前
後
し
た
が
、
図
16
の
「
東
京
の
真
中
」。
こ
の
漫
画
の
最
大
の
特
徴
は
、
乗
物
の
奥
か
ら
手
前
へ
の
移
動
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
コ
マ

が
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
①
～
③
は
『
少
年
世
界
』
を
読
み
な
が
ら
通
り
を
横
断
し
て
い
た
少
年
が
、
あ
や
う
く
電
車
に
ひ
か

れ
そ
う
に
な
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
①
は
「
芝
居
好
き
の
三
ち
や
ん
」
と
同
様
に
斜
め
俯
瞰
の
ア
ン
グ
ル
で
、
背
景
に
電
車
の
下
の
部

分
だ
け
を
描
き
、
電
車
が
接
近
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
興
味
深
い
の
は
電
車
の
軌
道
の
描
き
方
で
あ
る
。
電
車
の
軌
道
は
①
の
左
上
奥

か
ら
②
と
③
の
斜
め
右
下
ま
で
、
コ
マ
を
ま
た
い
で
弧
を
描
い
て
い
る
（
図
20
）。
コ
マ
と
コ
マ
の
間
に
は
時
間
の
省
略
、
時
間
の
飛
躍

が
あ
る
。
万
作
は
時
間
の
飛
躍
を
う
ま
く
使
っ
て
、
軌
道
を
下
っ
て
迫
っ
て
来
る
電
車
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
①
で
左
上



一
四
四

奥
に
下
の
部
分
だ
け
見
え
て
い
た
電
車
は
、
②
で
回
り
込
ん
で
大
き
く

姿
を
表
わ
し
、
③
で
少
年
の
背
後
を
通
り
抜
け
る
。
電
車
の
奥
か
ら
手

0

0

0

0

前
へ
の
移
動

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
コ
マ
が
接
続
さ
れ
て
い
る
。
少
年
の
図
柄
も
背

景
の
電
車
も
変
化
す
る
か
ら
、<

地
・
固
定
型> 

、<

図
・
固
定
型> 

の

分
類
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
少
年
の
図
柄
は
背
景
に
比
べ
て

変
化
が
少
な
い
の
で
、
敢
え
て
言
え
ば
コ
マ
の
接
続
は <

図
・
固
定
型> 

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

危
難
を
逃
れ
た
少
年
は
、
今
度
は
④
乗
合
自
動
車
、
⑤
自
転
車
、
⑥
人
力
車
の
相
次
ぐ
出
現
で
、
通
り
の
真
中
で
右
往
左
往
す
る
。
背

景
は
図
19
の
の
ら
く
ろ
の
場
合
の
よ
う
に
、
左
か
ら
右
へ
の
平
面
的
な

0

0

0

0

変
化
で
は
な
い
。
前
の
三
コ
マ
と
同
様
に
乗
物
が
奥
か
ら
手
前
へ

移
動
す
る
立
体
的
な

0

0

0

0

変
化
で
あ
る
。
④
で
少
年
は
奥
か
ら
迫
っ
て
来
る
乗
合
自
動
車
に
眼
を
向
け
る
（
図
21
）。
②
で
は
電
車
は
正
面
か

ら
四
十
五
度
の
角
度
で
描
か
れ
て
い
た
。
今
度
の
自
動
車
は
正
面
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
読
者
は
少
年
の
視
点
に
同
化
し
な
が
ら
、
自
分

の
方
に
迫
っ
て
来
る
自
動
車
を
眼
に
す
る
。
こ
こ
に
は
手
塚
治
虫
が
得
意
と
し
た
映
画
的
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
三
人
称

0

0

0

の
視
点
に
よ
る

〝
同
一
化
技
法
〟
が
あ
る
。

　

図
22
は
戦
後
の
漫
画
の
出
発
点
と
さ
れ
る
酒
井
七
馬
原
案
・
手
塚
治
虫
作
画

の
『
新
宝
島
』（
昭
和
二
二
年
、
育
英
出
版
）
の
一
コ
マ
で
、
竹
内
オ
サ
ム
が

三
人
称
の
視
点
に
よ
る
同
一
化
技
法
の
例
と
し
て
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』
で

挙
げ
た
例
で
あ
る（

（（
（

。
少
年
が
岸
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
船
を
見
つ
め
て
い
る
。
こ
れ

を
二
つ
の
コ
マ
で
表
現
し
て
、
最
初
の
コ
マ
で
画
面
の
外
を
見
る
少
年
を
描
き
、

図20「東京の真中」①～
③拡大図（前同）

図21「東京の真中」④拡
大図（前同）

図22「『新宝島』（育英出
版）昭和22年（竹内オサ
ム、前掲書 p.104）



サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
あ
る
い
は
運
動
の
表
象

一
四
五

次
の
コ
マ
で
少
年
の
視
点
か
ら
見
た
船
を
描
け
ば
、
一
人
称
の

0

0

0

0

視
点
に
よ
る
同
一
化
技
法
に
な
る
だ
ろ
う
。
映
画
で
言
え
ば
主
観
シ
ョ
ッ

ト
に
な
る
。図
22
で
は
船
を
見
る
少
年
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。読
者
は
少
年（
三
人
称
）の
視
点
に
同
化
し
て
舟
を
見
る
。「
東
京
の
真
中
」

の
④
は
少
年
の
顔
が
左
に
向
い
て
い
る
が
、
視
線
は
自
動
車
の
方
を
向
い
て
い
る
。
読
者
は
同
様
に
少
年
の
視
点
に
同
化
し
て
、
自
分
の

方
に
迫
っ
て
来
る
自
動
車
を
見
る
だ
ろ
う
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、②
も
同
じ
同
一
化
技
法
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

読
者
は
②
で
少
年
の
視
点
に
同
化
し
て
、
目
前
に
迫
っ
て
来
る
電
車
を
目
に
し
、「
チ
ン　

チ
ン
」
と
鳴
る
電
車
の
警
笛
を
聞
く
。「
オ
ツ

ト
ア
ブ
ナ
イ
。」
読
者
は
少
年
が
発
す
る
セ
リ
フ
を
実
感
す
る
。

　

⑥
で
は
人
力
車
は
画
面
の
奥
に
小
さ
く
略
画
で
描
か
れ
て
い
る
。
⑦
で
は
人
力
車
は
前
方
に
大
き
く
迫
り
、
車
夫
が
「
ハ
イ
ヨ
ウ
！
」

と
言
っ
て
少
年
を
蹴
散
ら
す
（
図
23
）。
こ
こ
も
人
力
車
の
奥
か
ら
手
前
へ
の
移
動
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ
っ

て
コ
マ
が
接
続
さ
れ
て
い
る
。「
東
京
の
真
中
」
は
八
コ
マ
と
い
う
制
約
の
中
で
、
電
車
、

自
動
車
、
自
転
車
、
人
力
車
の
到
着
を
次
々
に
描
き
、
少
年
が
安
全
地
帯
に
避
難
す
る
ま

で
の
物
語
を
活
写
し
て
い
る
。
大
正
九
年
の
時
点
で
、
乗
物
の
奥
か
ら
手
前
へ
の
移
動
に

よ
る
コ
マ
の
接
続
、
と
り
わ
け
三
人
称
の
視
点
に
よ
る
〝
同
一
化
技
法
〟
を
先
取
り
し
て

い
る
点
は
特
筆
に
値
す
る
。

　

最
後
に
コ
マ
漫
画
の
第
一
作
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
を
取
り
上
げ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。
こ
の
漫
画
は
枠
外
に
文
（
語
り
手
）
を
置
き
、
セ
リ

フ
と
擬
音
語
を
使
用
し
な
い
で
、
無
音
で
描
い
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
形
式
は
活
動
弁
士
付
の
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
上
映
を
真
似

た
も
の
で
、
い
わ
ば
〝
サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
〟
で
あ
る
。『
少
年
世
界
』
大
正
十
年
七
月
号
に
描
か
れ
た
「
ヘ
ナ
吉
（
留
守
居
の
巻
）」
は
、

こ
の
間
の
事
情
を
良
く
表
わ
し
て
い
る
。
夜
、
一
人
で
留
守
番
す
る
少
年
の
不
安
な
心
理
を
、
枠
外
の
上
下
に
配
置
さ
れ
た
文
と
八
コ
マ

の
漫
画
で
描
い
て
い
る
。
読
み
方
は
見
開
き
二
頁
に
右
か
ら
左
へ
進
む
。
右
上
の
タ
イ
ト
ル
の
側
に
「
今
日
よ
り
封
切
仕
候
」
と
い
う
書

図23「東京の真中」⑥⑦ 
拡大図（前同）



一
四
六

き
込
み
が
あ
り
、
そ
の
側
に
蝶
ネ
ク
タ
イ
と
タ
キ
シ
ー
ド
姿
の
活
動
弁
士
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
24
）。

枠
外
の
語
り
手
が
活
動
弁
士
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
弁
士
は
③
で
「
ハ
テ
、
怪
し

の
物
音
」
と
説
明
す
る
が
、
絵
の
中
に
音
を
表
わ
す
擬
音
語
は
な
く
、
音
は
波
線
の
記
号
で
表
わ
さ
れ

て
い
る
。
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
が
無
音
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
②
と
③
は
背
景
が
同
じ
で
、
ヘ

ナ
吉
が
②
お
菓
子
を
探
し
出
し
、
③
物
音
に
驚
い
て
立
ち
止
ま
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
コ
マ
の
接
続

は <

地
・
固
定
型> 

で
あ
る
。
万
作
の
サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
は <

地
・
固
定
型> 

の
コ
マ
の
接
続
に
よ
っ
て
、

戦
前
の
一
般
的
な
漫
画
よ
り
も
細
か
い
コ
マ
割
り
で

0

0

0

0

0

0

0

0

図
（
人
物
）
の
運
動
を
描
く
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

コ
マ
漫
画
の
第
一
作
、
大
正
八
年
七
月
の
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
で

あ
る
。
図
25
の
よ
う
に
絵
に
枠
線
は
な
く
、
絵
の
連
続
で
コ
マ
漫
画
と
見
な
せ
る
。
下
の
枠
外
に
文
を

配
置
し
、
大
男
と
小
男
の
コ
ン
ビ
が
演
じ
る
鬼
ゴ
ッ
コ
の
様
子
を
、
見
開
き
二
頁
に
渡
っ
て
十
二
コ
マ

の
漫
画
で
描
い
て
い
る
。
こ
の
漫
画
は
二
色
刷
で
背
景
だ
け
が
薄
青
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
読
み
方
は

絵
の
下
の
番
号
に
従
っ
て
上
か
ら
下
へ
読
む
。
こ
の
漫
画
は
六
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
る
。
コ
マ
割
り

と
と
も
に
示
す
と
、⑴
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
場
面（
①
）。
⑵
小
男
が
大
男
の
股
を
く
ぐ
る
場
面（
②
③
）。
⑶
小
男
が
目
つ
ぶ
し
の
帽
子
を
投
げ
、

大
男
が
帽
子
を
投
げ
捨
て
る
場
面
（
④
～
⑥
）。
⑷
大
男
が
小
男
を
追
い
か
け
る
場
面
（
⑦
⑧
）。
⑸
大
男
が
な
お
も
小
男
を
追
い
か
け
る

場
面
（
⑨
）。
⑹
堀
端
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
小
男
が
大
男
の
突
進
を
か
わ
す
場
面
（
⑩
～
⑫
）。
⑵
と
⑶
の
場
面
の
よ
う
に
、映
画
の
ワ
ン
・

シ
ョ
ッ
ト
で
収
ま
る
場
面
も
あ
れ
ば
、
⑷
と
⑹
の
場
面
の
よ
う
に
シ
ョ
ッ
ト
の
切
り
替
え
が
必
要
な
場
面
も
あ
る
。
場
面
⑴
～
⑶
は
背
景

が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
薄
青
の
ホ
リ
ゾ
ン
ト
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑥
は
次
の
コ
マ
と
の
隣
接
性
を
示
す
手
が
か
り
と
し
て
、
小
男
の
背
後

に
建
物
の
一
角
が
描
か
れ
て
い
る
。
場
面
⑷
と
⑹
は
背
景
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
サ
イ
ズ
が
異
な
る
だ
け
で
図
柄
は
同
じ
で
あ
る
。
コ
マ

図24「ヘナ吉（留守居の巻）」部分 『少年世界』大正10年 7
月号（神奈川近代文学館蔵）



サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
あ
る
い
は
運
動
の
表
象

一
四
七

の
接
続
は <

地
・
固
定
型> 

で
、
図
（
小
男
と
大
男
）
が
変
化
す
る
。
問
題

は
運
動
が
ど
の
よ
う
に
分
節
さ
れ
る
か
で
あ
る
。

　

図
18
の
の
ら
く
ろ
の
例
を
も
う
一
度
見
て
み
る
。
の
ら
く
ろ
が
演
壇
か
ら

落
ち
る
場
面
が
三
コ
マ
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
運
動
を
細

か
く
再
現
す
る
た
め
に
、
三
コ
マ
に
コ
マ
割
り
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
三

コ
マ
の
コ
マ
割
り
の
狙
い
は
、
②
で
演
壇
の
踏
み
板
が
は
ず
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
③
で
の
ら
く
ろ
が
演
壇
か
ら
落
ち
る
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
こ
と
に

あ
る
。
予
想
通
り
③
で
の
ら
く
ろ
が
演
壇
か
ら
落
ち
、
読
者
の
笑
い
を
誘
う

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
細
か
い
コ
マ
割
り
は
ギ
ャ
グ
を
仕
掛
け
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
の
ら
く
ろ
の
運
動
は
む
し
ろ
引
き
伸
ば
さ
れ

0

0

0

0

0

0

、

高
速
度
撮
影
の
よ
う
に
間
延
び
し
た
も
の
に
な
っ
た
。「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
の
細
か

い
コ
マ
割
り
は
運
動
を
再
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
場
面
⑵
で
小
男
は
大

男
の
股
を
く
ぐ
る
（
図
26
）。
小
男
の
運
動
は
の
ら
く
ろ
よ
り
も
機
敏
で
、
②

で
右
に
、
③
で
左
に
く
ぐ
る
。
小
男
の
運
動
が
動
作
ご
と
に

0

0

0

0

0

分
け
て
描
か
れ

て
い
る
。
場
面
⑶
で
違
い
は
さ
ら
に
明
瞭
に
な
る
（
図
27
）。
④
で
大
男
は
小

男
が
投
げ
た
眼
つ
ぶ
し
の
帽
子
を
喰
ら
い
、
⑤
で
怒
っ
て
帽
子
を
投
げ
捨
て
、

⑥
で
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
小
男
を
睨
み
つ
け
る
。
こ
こ
で
も
大
男
の
運
動
が

動
作
ご
と
に

0

0

0

0

0

三
つ
の
コ
マ
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
場
面
は

図25「鬼ゴッコ」『少年世界』大正8年7月号（神奈川近代文
学館蔵）

図26「鬼ゴッコ」②③拡
大図（前同）



一
四
八

奥
行
き
を
使
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

表
現
で
、
⑥
は
三
人
称
の
視

点
に
よ
る
〝
同
一
化
技
法
〟
の
構
図
に
な
っ
て

い
る
。
⑤
と
⑥
で
怒
っ
た
大
男
の
頭
か
ら
湯
気

が
立
っ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
場
面

⑵
と
⑶
の
背
景
は
薄
青
の
ホ
リ
ゾ
ン
ト
で
、
コ

マ
の
接
続
は <

地
・
固
定
型> 

で
あ
る
。

　

場
面
⑷
。
⑦
は
大
男
が
建
物
に
逃
げ
た
小
男
を
追
い
か
け
、
⑧
は
小
男
が

建
物
か
ら
出
て
来
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
小
男
は
奥
か
ら
斜
め
前
方
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

逃

げ
て
来
る
（
図
28
）。
絵
は
正
面
か
ら
四
十
五
度
の
角
度
で
描
か
れ
て
い
る
。

⑦
は
超
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
で
、
小
男
の
サ
イ
ズ
は
漫
画
の
中
で
最
小
で
あ

る
。
逆
に
⑧
は
同
じ
角
度
か
ら
寄
っ
た
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
で
描
か
れ
、
小

男
が
前
方
へ
近
づ
い
て
来
た
た
め
、
小
男
の
サ
イ
ズ
は
漫
画
の
中
で
最
大
で

あ
る
。
初
期
の
映
画
の
カ
メ
ラ
は
性
能
に
欠
け
、
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
の
効
果
は
人
物
が
カ
メ
ラ
に
近

づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
。
⑧
も
同
様
の
効
果
で
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト
の
単
調
さ
を
救
っ
て
い
る
。

大
男
と
小
男
の
足
元
に
は
、
二
人
が
走
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
土
煙
の
記
号
が
描
か
れ
て
い
る
。
背
景

は
同
じ
図
柄
だ
が
、
対
象
と
の
距
離
が
変
化
し
て
お
り
、 <

地
・
固
定
型> 
の
接
続
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
言
え
る
。
場
面
⑸
。
⑨
は
大
男
が
小
男
を
追
い
か
け
る
様
子
を
真
横
か
ら
描
い
て
い
る
（
図
29
）。

ス
ピ
ー
ド
を
表
現
す
る
描
線
が
小
男
と
大
男
の
背
後
だ
け
で
な
く
、
コ
マ
全
体
に
密
に
引
か
れ
て
い
る
。

図27「鬼ゴッコ」④～⑥
拡大図（前同）

図28「鬼ゴッコ」⑦⑧拡
大図（前同）

図29「鬼ゴッコ」⑨拡大
図（前同）



サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
あ
る
い
は
運
動
の
表
象

一
四
九

背
景
の
建
物
は
映
像
が
ぶ
れ
た
よ
う
に
重
ね
て
描
か
れ
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
増
幅
し
て
い
る
。

　

場
面
⑹
。
⑩
～
⑫
は
堀
端
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
小
男
が

大
男
の
突
進
を
か
わ
す
場
面
を
、
場
面
⑷
と
同
様
に
同

じ
角
度
か
ら
対
象
と
の
距
離
を
変
化
さ
せ
て
、
ロ
ン
グ
・

シ
ョ
ッ
ト
で
描
い
て
い
る
（
図
30
）。
⑩
は
小
男
が
堀
端

に
追
い
詰
め
ら
れ
、
背
後
か
ら
大
男
が
迫
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
小
男
の
眼
か
ら
は
焦
燥
感
を
表
わ
す
涙
が
流
れ
て
い
る
。
⑪
は
も
っ

と
も
寄
っ
た
シ
ョ
ッ
ト
で
、
絶
体
絶
命
の
小
男
の
頭
か
ら
は
湯
気
が
立
ち
昇
り
、
目
玉
は
ふ
く
ら
み
、
眼
前
に
は
大
男
の
足
先
が
迫
る
。

こ
れ
も
三
人
称
の
視
点
に
よ
る
〝
同
一
化
技
法
〟
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
読
者
は
小
男
の
視
点
に
同
化
し
て
、
三
コ
マ
の
中
で
最
大

の
大
男
の
足
先
を
見
る
。
⑫
は
も
っ
と
も
離
れ
た
シ
ョ
ッ
ト
で
、
小
男
が
身
を
か
が
め
た
拍
子
に
、
大
男
が
堀
の
中
へ
転
落
す
る
場
面
を

描
い
て
い
る
。
大
男
は
奥
か
ら
斜
め
前
方
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

詰
め
寄
り
、
最
後
は
小
男
に
か
わ
さ
れ
、
驚
い
て
目
玉
を
飛
び
出
さ
せ
な
が
ら
堀
へ
落
ち
る
。

背
景
は
同
じ
図
柄
だ
が
、場
面
⑷
と
同
様
に
対
象
と
の
距
離
が
変
化
し
て
お
り
、 <

地
・
固
定
型> 

の
接
続
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

大
男
と
小
男
の
足
元
に
影
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い（

（（
（

。

　
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
は
物
語
漫
画
へ
の
形
式
上
の
〝
進
化
〟
と
い
う
点
で
は
、後
続
の
「
東
京
の
真
中
」
や
「
弟
の
車
掌
ぶ
り
」
に
一
歩
譲
る
。

し
か
し
、
人
物
の
運
動
を
細
か
い
コ
マ
割
り
で
描
い
た
点
で
は
後
続
の
漫
画
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
や
「
の
ら
く

ろ
」
と
比
べ
て
も
そ
う
言
え
る
だ
ろ
う
。
図
５
の
正
ち
ゃ
ん
と
図
18
の
の
ら
く
ろ
は
上
か
ら
下
へ
、
図
19
の
の
ら
く
ろ
は
右
か
ら
左
へ
動

く
。
三
コ
マ
の
場
合
で
も
運
動
は
一
方
向

0

0

0

、
一
動
作

0

0

0

で
あ
る
。「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
は
場
面
⑵
を
取
っ
て
も
、
小
男
は
大
男
の
股
を
②
で
右
へ
、

③
で
左
へ
く
ぐ
る
。
運
動
は
二
方
向

0

0

0

、
二
動
作

0

0

0

で
、
動
作
ご
と
に
コ
マ
割
り
さ
れ
て
い
る
。
野
口
文
雄
は
『
手
塚
治
虫
の
『
新
宝
島
』― 図30「鬼ゴッコ」⑩～⑫ 

拡大図（前同）



一
五
〇

―
そ
の
伝
説
と
真
実
』（
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）
に
お
い
て
、「
手
塚
が
試
み
た
革
新
的
な
実
験
（
手
法
）
と
は
、
登
場
人
物
や
動
物

の
無
言
の
行
動
、
無
言
の
移
動
を
、
絵
物
語
の
よ
う
に
説
明
文
も
つ
け
ず
に
連
続
し
て
描
く
こ
と
で
、
紙
の
上
に
映
画
的
な
『
動
き
』
を

展
開
す
る
こ
と
だ
っ
た
」（

（（
（

と
述
べ
て
い
る
。
野
口
の
念
頭
に
直
接
に
あ
る
の
は
、
冒
頭
で
車
が
疾
走
す
る
場
面
を
無サ

イ
レ
ン
ト音

の
細
か
い
コ
マ

割
り
で
描
い
て
、
将
来
の
漫
画
家
た
ち
に
鮮
烈
な
印
象
を
あ
た
え
た
酒
井
七
馬
と
の
合
作
『
新
宝
島
』
で
あ
る
。『
新
宝
島
』
の
革
新
的

な
コ
マ
割
り
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
万
作
の
「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
も
登
場
人
物
の
無
言
の
行
動
を
細
か
い
コ
マ
割
り
で
描
き
、
ま
さ

に
「
紙
の
上
に
映
画
的
な
『
動
き
』
を
展
開
」
し
た
。
既
出
の
「
喧
嘩
画
報
」
や
「
財
布
の
行
方
」（『
幼
年
世
界
』
大
正
一
○
年
六
月
掲

載
）
も
、
そ
う
し
た
サ
イ
レ
ン
ト
漫
画
で
あ
る
。
そ
れ
は
初
期
の
映
画
の
ス
ラ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
メ
デ
ィ
を
模
し
た
映
画
の
〝
誌
上

興
行
〟
だ
っ
た
。
確
か
に
絵
物
語
の
よ
う
に
枠
外
に
説
明
文
は
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
や
「
財
布
の
行
方
」
の
場
合
は
、

文
は
画
面
の
下
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
読
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
な
い
。
文
は
絵
だ
け
で
は
物
語
を
構
築
で
き
な
い
読

者
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
読
ま
れ
た
と
し
て
も
補
完
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
。「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
や
「
の
ら
く
ろ
」
と
の
決
定
的

な
違
い
は
、
人
物
の
奥
か
ら
手
前
へ
の
運
動
を
表
象
し
た
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
人
物
と
乗
物
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
「
東
京
の
真
中
」

に
も
当
て
は
ま
る
。
万
作
の
漫
画
は
形
式
の
上
で
は
物
語
漫
画
の
〝
過
渡
的
形
式
〟
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
人
物
（
事
物
）
の
奥
か
ら
手
前

へ
の
運
動
を
細
か
い
コ
マ
割
り
で
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、〝
ポ
ン
チ
〟
と
呼
ば
れ
た
大
正
半
ば
の
漫
画
の
水
準
を
は
る
か
に
越
え
、
万
作

が
す
で
に
映
画
作
家
の
資
質
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る（

（（
（

。

　

注
（
１
） 「
挿
絵
画
家
時
代
の
伊
丹
万
作
の
仕
事
」、『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
・
人
文
学
科
編
』
第
二
五
号
、
二
○
○
八
年
。

（
2
）
野
尻
抱
影
「
映
画
人
以
前
」、『
映
画
展
望
』（
三
帆
書
房
）
一
九
四
七
年
第
三
号
、
十
頁
。
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（
3
）
作
品
数
は
現
在
ま
で
に
収
集
し
た
資
料
に
も
と
づ
く
。
以
下
の
本
文
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
絵
物
語
は
童
話
と
漫
画
が
混
合
し
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
童
話
と

漫
画
の
い
ず
れ
に
分
類
す
る
か
難
し
い
面
も
あ
る
。
旧
稿
で
は
内
容
に
よ
っ
て
い
ず
れ
か
に
分
類
し
た
が
、
本
稿
で
は
論
旨
に
沿
っ
て
漫
画
漫
文
、
コ
マ
漫
画

と
と
も
に
漫
画
に
分
類
し
た
。
そ
の
た
め
童
話
の
数
が
旧
稿
よ
り
二
編
減
っ
て
い
る
。
万
作
は
見
開
き
二
頁
の
絵
に
小
話
を
添
え
た
も
の
を
た
く
さ
ん
描
い
て

い
る
。
こ
こ
で
は
絵
物
語
と
区
別
し
て
、絵
話
の
小
品
に
分
類
し
た
。
ま
た
、万
作
は
挿
絵
画
家
時
代
の
晩
期
に
重
松
鶴
之
助
、中
村
草
田
男
ら
と
同
人
誌
『
朱
欒
』

を
出
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
小
説
や
詩
は
大
人
向
け
で
あ
り
、
本
業
の
挿
絵
の
仕
事
と
性
格
が
異
な
る
の
で
カ
ウ
ン
ト
し
な
か
っ
た
。『
朱
欒
』
に
お

け
る
万
作
の
著
作
に
つ
い
て
は
『
万
作
と
草
田
男
―
―
「
楽
天
」
の
絆
』（
町
立
久
万
美
術
館
編
集
）
二
○
○
八
年
を
参
照
。

（
4
）
竹
内
オ
サ
ム
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』（
筑
摩
書
房
）
二
○
○
五
年
、
二
一
○
頁
参
照
。

（
５
）
こ
の
段
落
の
挿
絵
に
関
す
る
記
述
は
匠
秀
夫
『
近
代
日
本
の
美
術
と
文
学
―
―
明
治
大
正
昭
和
の
挿
絵
』（
木
耳
社
）
一
九
七
九
年
の
「『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
挿
絵
」

の
章
（
二
七
九
頁
以
下
）
を
参
照
し
た
。

（
６
）
清
水
勲
『
マ
ン
ガ
誕
生
―
―
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
の
出
発
』（
吉
川
弘
文
館
）
一
九
九
九
年
、
七
八
頁
。

（
７
）『
良
友
』
初
出
の
「
珍
助
絵
物
語
」
の
絵
と
文
の
配
置
は
、
一
頁
目
は
一
段
目
右
に
絵
、
左
に
文
、
二
段
目
左
に
絵
、
右
に
文
…
…
の
配
置
で
、
本
文
の
図
４
で

引
用
し
た
『
平
気
の
平
太
郎
』
所
収
の
版
と
逆
で
あ
る
。
こ
の
配
置
か
ら
す
る
と
、
一
頁
目
の
読
み
方
は
絵
→
文
の
順
序
と
な
る
。
し
か
し
、
二
頁
目
の
配
置

は
一
段
目
右
に
文
、
左
に
絵
、
二
段
目
左
に
文
、
右
に
絵
…
…
で
、
一
頁
目
の
配
置
と
逆
に
な
っ
て
お
り
、
読
み
方
は
文
→
絵
の
順
序
と
な
る
。
つ
ま
り
、
一
頁

目
の
終
り
で
文
を
読
ん
だ
読
者
は
、
二
頁
目
の
初
め
で
続
け
て
文
を
読
み
、
そ
れ
以
降
は
文
→
絵
の
順
序
で
読
む
。
連
載
は
四
頁
に
渡
り
、
三
頁
目
と
四
頁
目

の
絵
と
文
の
配
置
は
、
一
頁
目
と
二
頁
目
の
配
置
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
二
頁
目
の
終
り
で
絵
を
見
た
読
者
は
、
三
頁
目
の
初
め
で
続
け
て
絵
を
見
て
、
そ
れ

以
降
は
絵
→
文
の
順
序
で
読
む
。
絵
と
文
の
読
み
の
順
序
が
頁
ご
と
に
逆
に
な
る
の
は
、
年
少
の
読
者
に
少
な
か
ら
ず
混
乱
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
絵
物
語
の
形
式
が
初
出
の
時
点
で
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
頁
目
、
三
頁
目
の
絵
→
文
の
配
置
は
、
絵
に
文
を
添
え
る
漫
画
漫

文
の
形
式
で
あ
り
、
二
頁
目
、
四
頁
目
の
文
→
絵
の
配
置
は
、
岡
本
一
平
が
最
終
的
に
選
択
し
た
絵
物
語
の
形
式
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
文

→
絵
の
順
序
に
配
置
し
直
し
た
『
平
気
の
平
太
郎
』
所
収
の
版
を
使
用
し
た
。
な
お
、
一
平
は
「
珍
助
絵
物
語
」
に
一
ヶ
月
先
立
っ
て
、
同
じ
形
式
で
「
鼻
息

太
郎
の
功
名
」
と
い
う
絵
物
語
を
『
良
友
』
に
発
表
し
て
い
る
。

（
８
）
竹
内
オ
サ
ム
『
子
ど
も
マ
ン
ガ
の
巨
人
た
ち
―
―
楽
天
か
ら
手
塚
ま
で
』（
三
一
書
房
）
一
九
九
五
年
、
三
五
頁
。



一
五
二

（
９
）
竹
内
オ
サ
ム
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』、
前
掲
書
二
○
一
頁
参
照
。

（
10
）
竹
内
オ
サ
ム
は
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』
の
中
で
、
現
在
の
漫
画
の
基
本
要
素
と
し
て
⑴
構
造
化
さ
れ
た
コ
マ
配
列
、
⑵
吹
き
出
し
の
使
用
、
⑶
人
物
の
連
続
、

⑷
特
有
の
記
号
、
⑸
擬
声
語
・
擬
態
語
、
⑹
物
語
性
の
六
つ
の
要
素
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
物
語
漫
画
が
成
立
す
る
た
め
の
必
須
の
要
件
は
、
⑴
の
コ
マ

配
列
と
、
⑵
の
吹
き
出
し
の
使
用
で
あ
る
。
⑴
の
コ
マ
配
列
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
コ
マ
が
連
続
し
て
⑶
の
人
物
の
連
続
と
⑹
の
物
語
性
の
要
件
は
満
た

さ
れ
る
。
⑷
の
記
号
と
⑸
の
擬
声
語
は
、
差
し
当
た
り
な
く
て
も
物
語
漫
画
の
成
立
に
支
障
は
な
い
。
漫
画
漫
文
は
物
語
の
可
能
性
を
有
し
て
い
た
が
、
一
組

の
漫
画
と
漫
文
が
構
成
単
位
で
、
⑴
の
コ
マ
配
列
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、
物
語
を
構
成
す
る
拡
張
力
に
欠
け
て
い
た
。
絵
物
語
は
漫
画
漫
文
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
⑴
の
コ
マ
配
列
の
要
件
を
満
た
し
、
物
語
の
可
能
性
を
顕
在
化
し
て
物
語
を
語
っ
た
。
し
か
し
、
物
語
の
主
体
は
枠
外
の

0

0

0

文
（
語
り
手
）
で
あ
り
、

こ
の
語
り
手
が
状
況
を
説
明
し
て
人
物
の
セ
リ
フ
を
語
っ
た
。
物
語
漫
画
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
枠
外
の
文
が
消
滅
し
て

0

0

0

0

コ
マ
の
吹
き
出
し
の
中
へ
内
化

0

0

し
、

連
続
す
る
コ
マ
絵
が
物
語
の
主
体
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
初
め
て
⑴
と
⑵
の
条
件
が
完
全
に
満
た
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑴
の
コ
マ
配
列
と

⑵
の
吹
き
出
し
の
使
用
に
加
え
て
、
最
終
的
に
は
枠
外
の
文
（
語
り
手
）
の
消
滅
が
物
語
漫
画
の
成
立
要
件
と
な
る
。
明
治
期
に
も
こ
れ
ら
の
要
件
を
備
え
た
漫

画
は
あ
る
が
、本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、物
語
漫
画
の
形
式
が
一
般
化
す
る
の
は
、昭
和
六
年
に
連
載
が
開
始
さ
れ
る
「
の
ろ
く
ろ
」
の
頃
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

「
正
チ
ヤ
ン
の
冒
険
」
は
枠
外
に
文
が
残
っ
て
お
り
、
最
後
に
挙
げ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

（
11
）〝
絵
物
語
〟
は
当
時
、
一
般
的
に
は
〝
絵
話
〟
と
呼
ば
れ
、〝
絵
話
〟
か
ら
幼
年
向
け
の
〝
絵
本
〟
と
児
童
向
け
の
〝
漫
画
〟
の
ジ
ャ
ン
ル
が
分
岐
し
た
。

（
12
）
野
尻
抱
影
「
映
画
人
以
前
」、
前
掲
書
一
○
頁
。

（
13
）
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
映
画
『
最
後
の
人
』（
Ｆ
・
Ｗ
・
ム
ル
ナ
ウ
監
督
、
一
九
二
四
）
で
、
カ
ー
ル
・
フ
ロ
イ
ン
ト
は
主
人
公
の
ド
ア
マ
ン
が
酔
っ
払
う
場
面
で

同
様
の
装
置
を
使
っ
て
撮
影
し
て
い
る
。

（
14
）
坂
本
忠
士
・
敷
村
寛
治
「
聞
書
・
忘
れ
え
ぬ
万
作
」、『
季
刊
え
ひ
め
』（
松
山
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
編
）
一
九
七
六
年
第
四
号
、
四
六
頁
。

（
15
）
前
同
。

（
16
）
野
尻
抱
影
「
映
画
人
以
前
」、
前
掲
書
一
○
頁
。

（
17
）
伊
丹
万
作
「
私
の
活
動
写
真
傍
観
史
」、『
伊
丹
万
作
全
集
Ⅱ
』（
筑
摩
書
房
）
初
版
一
九
六
一
年
（
新
装
版
一
九
七
三
年
）、
三
九
六
頁
。

（
18
）
中
村
草
田
男
「
伊
丹
万
作
の
思
い
出
」（
初
出
：『
伊
丹
万
作
全
集
Ⅱ
』
解
説
）、『
中
村
草
田
男
全
集
11
』（
み
す
ず
書
房
）
一
九
八
七
年
、
一
七
六
頁
。
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（
19
）
伊
藤
大
輔
「
万
作
と
猫
と
絵
と
私
」、『
映
画
展
望
』（
三
帆
書
房
）
一
九
四
七
年
、
第
三
号
、
一
五
頁
。

（
20
）
長
方
形
の
コ
マ
の
右
半
分
に
絵
、
左
半
分
に
文
の
形
式
は
「
ゴ
リ
ラ
と
ピ
ン
君
」
が
初
め
て
で
は
な
い
。
前
年
の
十
月
に
池
田
永
治
が
同
じ
形
式
で
「
絵
入
・

ベ
ル
物
語
」
を
描
い
て
い
る
。

（
21
）
中
村
草
田
男
「
伊
丹
万
作
の
思
い
出
」、
前
掲
書
一
七
六
頁
。　

（
22
）〝
活
動
絵
話
〟
は
同
年
の
一
月
に
武
田
比
佐
が
同
じ
形
式
で
「
片
足
の
靴
」
を
描
い
て
い
る
。

（
23
）
挿
絵
は
必
ず
し
も
本
文
の
忠
実
な
再
現
で
は
な
い
。
む
し
ろ
本
文
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
、
読
者
の
想
像
力
を
喚
起
す
る
挿
絵
が
優
れ
た
挿
絵
と
さ
れ
る
。
こ

の
意
味
で
も
挿
絵
と
絵
物
語
の
絵
は
か
な
り
質
が
異
な
る
。

（
24
）
注
の
（
10
）
参
照
。

（
25
）
竹
内
オ
サ
ム
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』、
前
掲
書
二
四
頁
参
照
。

（
26
）
竹
内
オ
サ
ム
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』、
前
掲
書
一
五
五
―
一
五
八
頁
参
照
。

（
27
）
手
塚
治
虫
『
手
塚
治
虫
漫
画
全
集
3
8
3
別
巻
１
手
塚
治
虫
エ
ッ
セ
イ
集
１
』（
講
談
社
）
一
九
九
六
年
、
六
九
―
七
○
頁
。

（
28
）
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に
パ
リ
で
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ
が
公
開
さ
れ
た
時
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
は
「
ラ
・
シ
オ
タ
駅
へ
の
列
車
の
到
着
」
が
ふ
く
ま
れ
て

い
た
。
画
面
の
奥
か
ら
左
斜
め
前
方
に
迫
っ
て
来
る
列
車
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
時
、
観
客
は
驚
い
て
逃
げ
出
そ
う
と
し
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て

い
る
。
加
藤
幹
郎
に
よ
れ
ば
、「
映
画
が
被
写
体
の
再
現
に
お
い
て
先
行
メ
デ
ィ
ア
（
写
真
や
絵
画
）
と
差
別
化
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
、
第
一
に
主
張

し
う
る
こ
と
は
、映
画
が
『
運
動
』
を
再
現
で
き
る
最
初
の
本
格
的
表
象
メ
デ
ィ
ア
ム
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（『
映
画
と
は
何
か
』
み
す
ず
書
房
、二
○
○
一
年
、

一一

八
頁
）。

（
29
）
竹
内
オ
サ
ム
『
マ
ン
ガ
表
現
学
入
門
』、
前
掲
書
一
○
四
頁
。

（
30
）「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
で
描
か
れ
た
湯
気
、
土
煙
、
涙
、
ス
ピ
ー
ド
を
示
す
描
線
な
ど
の
漫
画
の
記
号
は
、
竹
内
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
漫
画
を
経
由
し
て
田
河
水
泡
が

工
夫
を
凝
ら
し
て
戦
後
に
伝
え
た
も
の
だ
と
言
う
（
前
掲
書
、
二
一
頁
）。
ま
た
、
影
の
表
現
も
シ
ル
エ
ッ
ト
の
表
現
を
除
け
ば
戦
前
の
漫
画
に
は
見
ら
れ
な
い

と
言
う
（
同
、
二
七
頁
）。
万
作
は
ア
メ
リ
カ
漫
画
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
の
も
と
に
記
号
的
な
表
現
を
使
用
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
影
の
表
現
は

遠
近
法
的
な
視
点
と
合
わ
せ
て
、
万
作
の
漫
画
が
比
較
的
写
実
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
万
作
が
描
い
た
挿
絵
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。



一
五
四

詳
し
く
は
注
（
１
）
の
拙
論
参
照
。

（
31
）
野
口
文
雄
『
手
塚
治
虫
の
『
新
宝
島
』
―
―
そ
の
伝
説
と
真
実
』（
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）
二
○
○
七
年
、
一
八
―
一
九
頁
。

（
32
）
お
そ
ら
く
当
時
の
映
画
と
比
較
し
て
も
、「
鬼
ゴ
ッ
コ
」
の
動
作
ご
と
の
コ
マ
割
り
と
、同
角
度
か
ら
の
コ
マ
の
切
り
替
え
は
革
新
的
な
部
類
に
属
す
る
。「
鬼
ゴ
ッ

コ
」
が
描
か
れ
た
の
は
大
正
八
年
で
あ
り
、
前
年
に
は
純
映
画
劇
運
動
を
主
唱
し
た
帰
山
教
正
が
、
劇
団
踏
路
社
の
俳
優
と
芸
術
座
の
花
柳
は
る
み
を
起
用
し
て
、

映
画
『
生
の
輝
き
』
と
『
深
山
の
乙
女
』
を
制
作
し
て
い
る
。
グ
リ
フ
ィ
ス
流
の
シ
ョ
ッ
ト
編
集
に
基
づ
く
ア
メ
リ
カ
映
画
も
公
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
日

本
映
画
の
革
新
は
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
映
画
の
大
半
は
歌
舞
伎
や
新
派
の
舞
台
の
引
き
写
し
だ
っ
た
。


